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当
社
の
場
合
は、
そ
も
そ
も
「
個
人
情
報
保
護
法」
の
適
用
を
受
け
な
い
の
で、

の
個
人
情
報
保
護
も、
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が。
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従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て、
「
個
人
情
報
保
護
法」
以
外
の
法
令、

指
針
等
も
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
か。
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保
護
の
対
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と
な
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は、
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な
個
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個
人
情
報
保
護
の
対
象
と
な
る
の
は
正
社
員
の
個
人
情
報
だ
け
で
す
か。
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企
業
は
従
業
員
等
の
他
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
遵
守
す
る
義
務・
責
務
が

あ
る
の
で
す
か。
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個
人
情
報
保
護
法
の
定
め
る
義
務・
責
務
の
遵
守
の
た
め、

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か。

企
業
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
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も
し、
企
業
の
な
か
で
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
て
遺
漏
が
あっ
た
と
き、
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク・
問
題
が
起
こ
る
の
で
す
か。
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従
業
員
等
の
例
人
情
報
を
取
得
す
る
に
際
し
て
は、

あ
り
ま
す
か。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
意
す
る
必
安
が
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従
業
員
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が、
そ

も
そ
も
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
と
は
ど
の
よ
う
な
情
報
で
す
か。
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従
業
員
等
の
個
人
情
報
収
集
の
た
め
に
行
わ
れ
る
各
種
の
申
告・
調
査、
検
査
お
よ
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
い
い
の
で
す
か。

①
家
族・
身
上、
就
業
外
活
動、
持
ち
家
状
況、
債
務
等
に
関
す
る
申
告・
調
査

②
従
業
員
の
所
持
品
検
査、
ロ
ッ
カ
ー
検
査、
観
察・
監
視
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コ
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ピ
ュ
ー
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ニ
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ン
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や
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子
メ
l
ル
の
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入
手
で
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ま
た、
受
け
入
れ
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社
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遣
社
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か
ら
直
接
に
他
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か。
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従
業
員
で
は
な
く、
就
職
応
募
計
に
つ
い
て
は、

の
か
教
え
て
く
だ
さ
い。

特
に
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し
た
ら
い
い

。
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不
採
用
と
な
っ
た
人
の
応
募
金百
類
(
履
歴
書、
職
務
経
歴
書
等)
は
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
かο
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企
業
が
い
っ
た
ん
取
得
し
た
従
業
員
等
の
個
人
情
報
は、

い
の
で
す
か。

企
業
内
で
は
自
由
に
利
用
し
て
も
い

Q 
15 

名
簿
の
作
成

社
内
公
開、
新
人
の
社
内
紹
介、

に
考
え
た
ら
い
い
の
で
す
か。

慶
弔
の
お
知
ら
せ
等
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
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関
連
会
社
や
取
引
先
か
ら
名
簿
等
従
業
員
等
の
個
人
情
報
が
ほ
し
い
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が、

第
三
者へ
の
提
供
を
行
う
の
に
あ
た
り向
呈思
す
べ
き
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い。
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17 

出
向
や
転
籍
の
場
合
に
は、
当
該
従
業
員
の
個
人
情
報
は
あ
る
程
度
出
向
先
や
転
籍
先
に
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が

。
ま
た、
親
会
社
と
関
連
会
社
と
で
出
向
者
の
個
人
情

報
を
共
同
利
用
し
た
ほ
う
が
効
率
的
だ
と
思
い
ま
す
が、
可
能
で
す
か。
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18 

企
業
に
は
多
く
の
従
業
員
が
お
り、
そ
の
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用、
ま
た
は
第
三
者へ
の
提

供
等
を
行
う
の
に、
一
人
ひ
と
り
に
同
意・
確
認
す
る
こ
と
は
大
変
で
す。
組
合
や
従
業
員
代

表
等
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
は
な
い
の
で
す
か。
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従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
保
持・
保
管
す
る
に
あ
た
っ
て
は、

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
か。

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
留
怠
し
な

Q 
20 

従
業
員
等
の
個
人
情
報
は
い
つ
ま
で
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か。
退
職
者
の
個
人

情
報
は
い
つ
ま
で
も
保
管
し
て
お
く
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
が-ea---o

Q 
21 

社
員
の
給
与
計
算、
社
会
保
険
関
係
は
税
理
士
に
任
せ
て
い
ま
す
が、
何
か
注
意
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か。
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n 

職
場
の
安
全
衛
生
の
た
め
に
従
業
員
等
に
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
て、
多
数
の
健
康
情
報
を
保

有
し
て
い
ま
す。
健
康
に
関
す
る
情
報
の
取
り
扱
い
で
特
に
留
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い。

①
健
康
情
報
の
取
得

ω

②
健
康
情
報
の
利
用

日

③
健
康
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
程
の
作
成
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社
員
か
ら
「
会
社
は
自
分
の
ど
の
よ
う
な
個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
の
か」
と
の
問
い
合
わ

せ
が
あっ
た
ら、
ど
の
程
度
ま
で
開
示
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か。

。
24 

人
事
考
課
は
も
と
も
と
会
社
の
専
権
事
項
で
極
秘
に
なっ
て
い
る
の
で
開
示
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん。
も
し、
開
示
し
て
「
お
か
し
い」
「
納
得
で
き
な
い」
と
訂
正
等
が
求
め
ら
れ
た
ら、
ど
う

対
処
し
た
ら
い
い
の
で
す
か。
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O
O
五
年
四
月一
日
の
個
人
情
報
保
護
法(
正
式
名
称
|「
個
人
情
報の
保
護
に
関
する
法
律」)
の
全

面
施
行
に
伴っ
て、
企
業
に
とっ
て
は、
顧
客
の
個
人
情
報
の
保
護
は
緊
要
な
課
題
と
な
り、
そ
の
た
め

の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す。
そ
れ
に
比べ
て、
従
業
員
の
個
人
情
報
の

保
護
に
つ
い
て
は、
い
か
が
で
しょ
う
か。

周
知
の
と
お
り、
企
業
は、
優
れ
た
人
材
を
獲
得
す
る
た
め、
採
用
選
考
時
に
就
職
応
募
者
か
ら
能
力

や
適
性
に
関
す
る
個
人
情
報
を
取
得
し、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
ま
た、
従
業
員
と
な

っ
た
後
も、
企
業
は、
満
足
の
い
く
労
働
力
の
提
供
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
チェ
ッ
ク
し、
問
題

が
あ
る
場
合
は
指
示
や
指
導
等
を
行
う
た
め、
従
業
員
の
職
務
遂
行
に
か
か
わ
る
個
人
情
報
を
取
得
し、

利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
他
方、
福
利
厚
生
の
た
め
の
給
付
や
手
当
の
支
給
に
際
し
て
は、
家
族、

住
環
境
お
よ
び
資
産
等
の
個
人
情
報
を、
ま
た
従
業
員
の
生
命
や
健
康へ
の
配
慮、
つ
ま
り
労
働
契
約
上

の
安
全
配
慮
義
務
の
履
行
の
た
め
に
は、
健
康
情
報
を
取
得
し
利
用
す
る
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
す。

こ
の
よ
う
に
企
業
は
通
常、
従
業
員
を
雇
用
し
労
働
力
の
提
供
を
受
け
る
た
め、
大
量
の
多
種
多
様
な

個
人
情
報
を
従
業
員
か
ら
取
得
し、
利
用・
保
有
し
て
い
ま
す。
し
た
が
っ
て、
従
業
員
の
個
人
情
報
の

保
護
は、
顧
客
の
個
人
情
報
の
場
合
と
同
様
に
重
要
な
課
題
で
あ
り、
そ
の
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

そ
れ
に
加
え
て、
企
業
内
に
個
人
情
報
保
護
や
情
報
セ
キュ
リ
テ
ィ
へ
の
意
識
を
芽
生
え
さ
せ、
ひ
い



て
は、
企
業
文
化
と
し
て
そ
れ
を
醸
成
さ
せ
る
た
め
に
も、
企
業
に
よ
る
従
業
員
の
個
人
情
報
の
積
極
的

な
保
護
が
必
要
不
可
欠
で
す。
つ
ま
り、
企
業
自
ら
が、
従
業
員
に
とっ
て
大
切
な
彼
ら
の
伺
人
情
報
を

適
正
に
取
り
扱い、
積
極
的
に
保
護
す
る
こ
と
に
よっ
て
は
じ
め
て、
「
自
ら
の
個
人
情
報
も
大
切
に
さ

れ
て
い
る」
と、
従
業
員
が
実
感
し、
自
己
情
報
と
同
様
に
企
業
の
顧
客
情
報
そ
の
他
の
機
密
情
報
を
適

正
か
つ
厳
重
に
取
り
扱
お
う
と
の、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
よ
りい
っ
そ
う
高
ま
る
か
ら
で
す。

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も、
従
業
員
の
個
人
情
報
の
保
護
は
企
業
に
とっ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す。

個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
い
え
ば、
多
く
の
人
び
と
は、
個
人
情
報
の
漏
え
い
や
流
失
の
こ
と

だ、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
し
か
し
実
際
に
は、
そ
れ
以
外
に
も、
個
人
情
報
の
取
得
を
は
じ

め、
そ
の
利
用・
保
管、
第
三
者へ
の
提
供
等
の
各
場
面
に
お
い
て、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
従
来
か

ら
起
こ
っ
て
き
ま
し
た。

た
と
え
ば、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
取
得
につ
い
て
は、
採
用
選
考
時
の
申
告
や
身
元
調
査
を
は
じ

め、
従
業
員
の
非
違
行
為
の
調
査
や
職
務
遂
行
の
観
察・
監
視
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
所
持
品
検
査、

盗
聴
や
無
断
録
音、
さ
ら
に
は
電
子
メ
l
ル
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
適
法
性
が
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
き
ま

し
た。
ま
た、
健
康
診
断
に
お
い
て
本
人
に
無
断
で、
H
I
V
感
染
症
や
B
型
肝
炎
な
ど
社
会
的
差
別
を

従
業
員
の
偶
人
情
報
保
護
と
は



生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
健
康
情
報
を
収
集
し
て、
そ
れ
を
理
由
に
従
業
員
を
解
雇
す
る
と
い
っ
た
事

件
が
発
生
し、
法
定・
法
定
外
の
健
康
診
断
の
あ
り
方
自
体
も、
従
業
員
の
プ
ラ
イバ
シ
ー
保
護
の
観
点

か
ら
問い
直
さ
れ
てい
ま
す。

個
人
情
報
の
利
用
や
保
管
につ
い
て
は、
人
材
派
遣
会
社
か
ら
女
性
労
働
者
九
万
人
分の
名
簿
が
持
ち

出
さ
れ、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
「
存
姿
ラ
ン
ク
付
き(
A・
B-
C)」
と
銘
打っ
て
そ
れ
が
売
買
さ

ず
さん

れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
起
こ
り、
杜
撰
な
情
報
管
理
だ
け
で
は
な
く、
女
性
労
働
者
の
個
人
情
報
の
目
的

外
利
用
も
し
く
は
差
別
的
な
利
用、
ま
た
は、
誤っ
た
印
象
や
誤
解
を
第
三
者
に
与
え
る
よ
う
な
個
人
情

報
の
コ
ー
ド
化
の
違
法
性
が
問
わ
れ
ま
し
た。
ま
た、
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
も、
派
遣
先
企
業
が

本
人
に
無
断
で
H
I
V
検
査
を
実
施
し、
陽
性
と
の
結
果
を
本
人
に
知
ら
せ
る
こ
と
な
く、
派
遣
元
企
業

に
伝
え
た
結
果、
派
遣
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
生
じ
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
に、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
は、
そ
の
取
得
に
は
じ
ま
り、
利
用・
保

管・
提
供
な
ど、
取
り
扱い
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
生
じ
う
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。

個
人
情
報
保
護
法
等
に
よ
る
包
括
的
な
規
制
が
加
え
ら
れ
る
ま
で、
従
業
員
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
へ
の
法
的
対
応
は
主
に、
プ
ラ
イバ
シ
ー
や
人
格
権へ
の
侵
害
等
を
理
由
と
す
る
不
法
行
為
等
に

基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
と
い
っ
た、
裁
判
所
に
よ
る
事
後
的
救
済
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た。



従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
と
そ
の
保
護
の
あ
り
方
が
国
レ
ベ
ル
で
検
討
さ
れ
始
め
た

の
は、
一
九
九
0
年
代
後
半
に
入っ
て
か
ら
で、
高
度
情
報
社
会
の
進
展
お
よ
び
個
人
情
報
保
護
に
関
す

る
E
C
指
令へ
の
対
策
の
た
め
で
す。
一
九
九
九
年
に
は、
労
働
市
場
の
自
由
化
を
図
る
職
業
安
定
法
お

よ
び
労
働
者
派
遣
法
の
改
定
に
伴い、
求
職
者
お
よ
び
派
遣
労
働
者
等
の
個
人
情
報
保
護
に
関す
る
規
定

が
新
設
さ
れ、
さ
ら
に
二
O
O
O
年
に
は、
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
行
動
指
針」
(
以
下、
「
行
動
指
針」
とい
う)
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す。

そ
の
後二
O
O
三
年
に、
個
人
情
報
保
護
法
がつ
い
に
制
定
さ
れ、
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
の

適
正
な
取
り
扱い
に
関
す
る一
般
的
な
ル
l
ル
が
民
間
事
業
者
の
遵
守
すべ
き
法
律
上
の
義
務
と
し
て一不

さ
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た。
ま
た、
同
義
務
の
履
行
の
た
め、
民
間
事
業
者
が
講
ずべ
き
具
体
的
な
措
置

等
につ
い
て、
事
業
等
の
分
野
の
特
性
を
勘
案
し
た
各
種
の
指
針
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す。
従
業
員
等
の

個
人
情
報
保
護
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
の
は、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の
経
済

産
業
分
野
を
対
象
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
(
平
二ハ・一
0・
二
二
厚
労
省・
経
産
省
告
示
第四
号。
以
下、

「
経
済
産
業
省ガ
イ
ド
ラ
イン」
と
い
う)
や、
「
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱い
を
確
保

す
る
た
め
に
事
業
者
が
講
ずべ
き
措
置
に
関
す
る
指
針」
(
平一
六・
七・一
厚
労
省
告
示
第二
五
九
号。
以

下、
「
雇一
用
管
理
指
針」
と
い
う)
な
ど
で
す。
な
お、
従
業
員
の
健
康
情
報
に
つ
い
て
は、
「
雇
用
管
理

に
関
す
る
個
人
情
報
の
う
ち
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て」
(
平

一
六・一
0・
二
九
基
発
第一
O二
九
O
O
九
号。
以
下、
「
健
康
情
報
留
意
事
項」
とい
う)
も
参
照
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す。

二
O
O
五
年
四
月一
日
の
個
人
情
報
保
護
法
の
全
面
施
行
に
伴い、
本
法
の
適
用
を
受
け
る
民
間
企
業

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は



は、
本
法
お
よ
び
前
記
の
指
針
等
に
基づ
き、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
も
適
正
な
取
り
扱い
を

行
う
と
と
も
に、
そ
の
積
極
的
な
保
護
を
図
る
よ
う
義
務づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

個
人
情
報
保
護
法
は、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
に
伴
う
個
人
情
報
の
利
用
の
拡
大
を
背
景
に
制
定

さ
れ、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮
しつ
つ、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
(一
条)。
本
法
は、
単
に
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護
の
み
を
目
的
と
す
る
の
で
は
な
く、
「
個
人
情
報

の
有
用
性」
と
の
適
正
なバ
ラ
ン
ス
に
お
い
て、
そ
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
ま
す。
こ
の
こ

と
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
た
め、
施
行
後、
個
人
情
報
の
正
当
な
利
用
を
阻
む
「
過
剰
保
護」
が

問
題
と
なっ
て
い
ま
す。

本
法
は、
第一血早
か
ら
第
三
章
に
か
け
て、
官
民
を
通
じ
た
基
本
理
念
を
掲
げ、
国
お
よ
び
地
方
公
共

団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し、
政
府
に
よ
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
施
策の
基
本
と
な
る
事
項
を

定
め
て
い
ま
す。
他
方、
第
四
章
は、
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱い
に
関
す
る一

般
的
ル
l
ル
を、
事
業
者
の
遵
守
すべ
き
法
律
上
の
義
務
と
し
て
規
定
し
て
い
ま
す。

こ
の
よ
う
に、
本
法
は、
「
個
人
情
報
の
保
護」
自
体
で
は
な
く、
「
個
人
の
権
利
利
益
の
保
護」
を
目

的
と
す
る
も
の
で
す
か
ら、
個
人
の
権
利
利
益へ
の
侵
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め、
そ
の
手
段
と
し
て

個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
遵
守
すべ
き
具
体
的
な
ル
l
ル
を
定
め
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
い
ま



す。
そ
の
機
能
は、
道
路
交
通
法
に
た
と
え
て
い
う
な
ら
ば、
民
事
損
害
賠
償
制
度
の
よ
う
な
事
故
の
発

生
に
よ
る
損
害へ
の
事
後
的
な
救
済
手
段
で
は
な
く、
あ
く
ま
で
も、
事
故
の
発
生
の
危
険
を
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り、
個
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
の
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
で
す。

本
法
の
定
め
る
企
業
の
道
守
すべ
き
義
務
に
関
す
る
規
定
は、
次
の
と
お
り
で
す。

利
用
目
的
の
特
定
(一
五
条)、
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
(一
六
条)、
適
正
な
取
得
ご
七
条)、
取
得

に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通
知
等
(一
八
条)、
デ
l
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保
(一
九
条)、
安
全
管
理

措
置(二
O
条)、
従
業
者
の
監
督(二一
条)、
委
託
先
の
監
督(二
二
条)、
第
三
者
提
供
の
制
限(二三一

条)、
保
有
個
人
デ
i
タ
に
関
す
る
事
項
の
公
表
等
(二
四
条)、
開
示
(二
五
条)、
訂
正
等
(二
六
条)、

利
用
停
止
等
(二
七
条)
で
す。

従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
あ
た
っ
て、
企
業
は
こ
れ
ら
の
義
務
規
定
を
遵
守
す
る
た
め、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
るべ
き
か
につ
い
て
は、
前
述
の
雇
用
管
理
指
針
そ
の
他
の
関
連
指

針
等
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
そ
れ
ら
の
指
針
は、
従
わ
な
け
れ
ば、
法
の
規
定
違
反
と
判
断
さ

れ
行
政
指
導・
処
分
等
の
対
象
と
な
り
う
る
部
分
と、
個
人
情
報
保
護
の
推
進
の
観
点
か
ら
取
り
組
むこ

と
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
が、
従
わ
な
く
と
も、
法
の
規
定
違
反
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す。
後
者
の
部
分
に
つ
い
て
は、
実
際
に
従
わ
な
く
と
も
よ
い
か
と
い
え
ば、
そ
う
で
あ

る
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
せ
ん。
と
い
う
の
も、
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
民
事
責
任(
損
害

賠
償
責
任)
の
追
及
に
お
い
て、
指
針
上
「
個
人
情
報
保
護
の
推
進
の
観
点
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
強
く

望
ま
れ
る」
措
置
で
あ
れ
ば、
そ
れ
ら
を
講
じ
た
か
ど
う
か
も
民
事
責
任
の
有
無
を
判
断
す
る
に
際
し
て

考
慮
さ
れ
る
か
ら
で
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は



本
法
は、
前
述
の
諸
義
務
規
定
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て、
企
業
等
に
よ
る
苦
情
処

理
主
二
条、
四
二
条)
を
は
じ
め、
主
務
大
臣
に
よ
る
報
告
徴
収
(一一
三
条)、
助
言
(
三
三
条)、
勧

告・
命
令
(
三
四
条)、
前
記
命
令
違
反へ
の
罰
則
(
五
六
条、
五
八
条)
等
を
定
め
て
い
ま
す。
な
お、

本
法
の
定
め
る
義
務
の
違
反
か
ら、
た
だ
ち
に
私
法
上
の
効
力
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
少
な

く
と
も
法
解
釈
上、
本
法
上
の
義
務
を
履
行
し
た
か
ど
う
か
や、
指
針
上
の
措
置
を
講
じ
た
か
ど
う
か
は

民
事
責
任
の
有
無
の
判
断
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
重
要
な
要
素
で
す。

個
人
情
報
保
護
法
と
関
連
指
針
の
定
め
る、
企
業
の
従
業
員
等へ
の
諸
義
務
お
よ
び
諸
措
置
の
具
体
的

内
容
を
述べ
る
前
に、
ま
ず、
本
法
の
特
別
法
に
あ
た
る
職
業
安
定
法
五
条
の
四
お
よ
び
そ
の
指
針
に
基

づ
く
就
職
応
募
者
等
の
個
人
情
報
保
護
を
紹
介
し
ま
す。

職
業
安
定
法
五
条
の
四
は、
求
人
企
業
等
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
と
し
て、
本
人
の
同
意
が
あ
る
場

合
そ
の
他
正
当
な
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き、
「
そ
の
業
務
の
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で
求
職
者

等
の
個
人
情
報
を
収
集
し、
並
び
に
当
該
収
集
の
目
的
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
保
管
し、
及
び
使
用
し
な
け

れ
ば
な
ら」
ず、
ま
た
「
求
職
者
等
の
個
人
情
報
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
ない」
と
し
て
い
ま
す。
そ
の
指
針
で
は、
求
人
企
業
等
に
よ
る
求
職
者
等
の
個
人
情
報
の
収

集・
保
管・
利
用
等
に
関す
る
具
体
的
な
ル
l
ル
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。
個
人
情
報
の
収
集
につ
い
て



は、
身
元
調
査
や
社
用
紙
の
使
用
そ
の
他
差
別
的
な
採
用
選
考
に
お
け
る
悪
弊
を
絶つ
こ
と
を
目
的
と
し

て、
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情
報
(
①人
種、
民
族、
社
会
的
身
分、
門
地、
本

籍、
出
生
地
等、
②思
想
お
よ
び
信
条、
③
労
働
組
合へ
の
加
入
状
況)
の
収
集
の
原
則
禁
止、
本
人
の
事
前

の
同
意
を
条
件
と
す
る
第
三
者
か
ら
の
間
接
収
集、
所
定
の
用
紙
に
よ
る
情
報
収
集
等、
個
人
情
報
保
護

法
よ
り
も
厳
格
な
内
容
の
ル
l
ル
が
示
さ
れ
て
い
ま
す。

就
職
応
募
者
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
の
に
際
し
て
は、
企
業
は、
個
人
情
報
保
護
法
上
の
義
務
を
遵

守
す
る
だ
け
で
は
な
く、
職
業
安
定
法
五
条
の
四
お
よ
び
そ
の
指
針
の
定
め
る
義
務
を
履
行
し、
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。

以
下
で
は、
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基づ
き、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
全
般
お
よ
び
そ
の

各
場
面
で、
企
業
が
遵
守
すべ
き
義
務
と
講
ずべ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
述べ
ま
す。

ま
ず、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
に
際
し
て、
企
業
は
そ
の
利
用
目
的
を
特
定
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
(一
五
条)。
こ
れ
は、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
範
囲
を
原
則
的
に
確
定
す
る
も
の
で
す。

そ
の
意
味
で、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
へ
の
規
制
の
第一
歩
で、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
関
す
る
そ
の

他
の
ル
l
ル
の
前
提
と
な
り
ま
す。

雇
用
管
理
指
針
に
よ
る
と、
利
用
目
的
を
特
定
す
る
に
あ
たっ
て
は、
「
当
社
の
事
業
活
動
に
必
要
で

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は



あ
る
た
め」
と
か、
「
従
業
員
情
報
を
幅
広
に
把
握
し
て
お
く
た
め」
と
い
っ
た
よ
う
に、
単
に
抽
象

的、
一
般
的
に
特
定
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く、
「
労
働
者
等
本
人
が、
取
得
さ
れ
た
当
該
本
人
の

個
人
情
報
が
利
用
さ
れ
た
結
果
が
合
理
的
に
想
定
で
き
る
程
度
に、
具
体
的、
個
別
的
に
特
定
す
る
こ

と」
と
し
て
い
ま
す。

次
に、
企
業
は、
あ
ら
か
じ
め
従
業
員
等
本
人
の
同
意
を
得
た
場
合
を
除
き、
事
前
に
特
定
し
た
利
用

目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
の
み
で
し
か、
当
該
本
人
の
個
人
情
報
を
取
り
扱っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

(一
六
条一
項)。こ
の
よ
う
に
利
用
目
的
か
ら
個
人
情
報
の
取
り
扱い
を
制
限
す
る
の
は、
本
人
の
予
期

し
ない
目
的
で
そ
れ
が
取
り
扱
わ
れ、
本
人
の
権
利
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

で
す。
た
だ
し、
法
令
に
基づ
く
場
合
や、
人
の
生
命、
身
体
ま
た
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ

り、
か
つ
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
等
は、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
(
同
条三

項)0個
人
情
報
の
取
得
につ
い
て
は、
従
業
員
等
本
人
か
ら
直
接
書
面
等
に
よ
り
当
該
本
人
の
個
人
情
報
を

取
得
す
る
場
合
は、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(一
八
条二
項)。

他
方、
そ
れ
以
外
の
取
得、
つ
ま
り
書
面
等
に
よ
ら
な
い
本
人
か
ら
の
個
人
情
報
の
取
得
や、
第
三
者
か

ら
の
取
得
に
つ
い
て
は、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
公
表
し
て
い
る
場
合
を
除
き、
速
や
か
に
利
用



目
的
を
本
人
に
通
知
ま
た
は
公
表
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
同
条一
項)。
こ
の
趣
旨
は、
利
用
目
的

の
通
知
ま
た
は
公
表
等
を
通
じ
て、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に、
本
人
自

ら
が
個
人
情
報
を
提
供
す
る
に
際
し
て
必
要
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
可
能
に
し、
本
人
の
権
利
利
益
の
侵

害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す。

た
だ
し、
本
人へ
の
通
知・
公
表
が、
本
人
も
し
く
は
第
三
者
の
生
命、
身
体、
財
産
そ
の
他
の
権
利

利
益、
ま
た
は
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
権
利
等
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
や、
取
得
の
状
況
か
ら

み
て
利
用
目
的
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
は、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
(
同
条
凹

項)0ま
た、
個
人
情
報
の
取
得
手
段
に
つ
い
て
も、
「
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
手
段」
を
用い
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
(一
七
条)。
と
い
う
の
は、
不
正
の
手
段
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
個
人
情
報
は、そ
れ

が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
高い
か
ら
で
す。
「
不
正
の
手
段」

に
は、
不
適
法
な、
ま
た
は
適
正
性
を
欠
く
方
法
や
手
続
き
が
含
ま
れ
ま
す。
も
ち
ろ
ん、
従
来
か
ら
判

例
や
裁
判
例
で
違
法
と
さ
れ
て
き
た
方
法
ま
た
は
手
段
に
よ
る
従
業
員
等
か
ら
の
個
人
情
報
の
取
得
は、

一
七
条
違
反
に
あ
た
り、
許
さ
れ
ま
せ
ん。
ま
た、
直
接
の
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
前
述
の
行

動
指
針
の
示
す
ル
1
ル、
つ
ま
り、
本
人
か
ら
の
直
接
収
集
を
は
じ
め、
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ・
デ
l
タ」

の
収
集
禁
止
ま
た
は
制
限、
各
種
の
検
査
に
よ
る
個
人
情
報
の
収
集
の
禁
止・
制
限、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
手
続
に
関
す
る
ル
l
ル
に
つ
い
て
も
留音ム
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す。
と
い
う
の
も、
行
動
指
針
に
著
し
く
反
し
て
従
業
員
等
か
ら
個
人
情
報
を
取
得
し
ま
す
と、

事
情
に
よっ
て
は、
当
該
取
得
行
為
は一
七
条
に
違
反
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
う
る
か
ら
で
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は

撃欝襲撃暴



従
業
員
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
は、
事
前
に
特
定
し
た
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で、
個
人

情
報
を
利
用
す
る
よ
う
義
務づ
け
ら
れ
て
お
り、
当
該
利
用
目
的
以
外
の
た
め
に
個
人
情
報
を
利
用
し
た

け
れ
ば、
本
人
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(一
六
条一
項)。
し
か
し、
利
用
目
的
の
変
更
が

事
前
に
特
定
し
た
目
的
と
相
当
の
関
連
性
を
有
す
る
と
合
理
的
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
あ
る
と
き
は、

変
更
後
の
利
用
目
的
を
本
人
に
通
知
ま
た
は
公
表
す
れ
ば、
本
人
の
同
意
ま
で
も
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
(一
五
条二
項、
一
八
条三
項)。

こ
の
よ
う
に
利
用
目
的
に
基づ
き
個
人
情
報
の
利
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り、
人
事
労
務
管
理
ま

た
は
福
利
厚
生
と
い
っ
た
当
初
の
目
的
と
は
異
な
る、
本
人
の
予
期
し
な
い
目
的
(
た
と
え
ば、
新
商
品

の
販
売
キ
ャ
ンペ
ー
ン
や
企
業
広
告)
で
そ
れ
が
利
用
さ
れ、
本
人
の
権
利
利
益
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
未

然
に
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

そ
れ
に
加
え
て、
健
康
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
は、
前
述
の
健
康
情
報
留
意
事
項
に
お
い
て、
そ
の
適

正
な
取
り
扱い
お
よ
び
秘
密
保
持
を
徹
底
す
る
た
め、
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
者
を
で
き
る
だ
け
限
定
す

る
と
と
も
に、
こ
れ
ら
の
者
の
職
務
お
よ
び
そ
の
遂
行
に
応
じ
た
必
要
最
小
限
の
健
康
情
報
の
み
し
か
利

用
さ
せ
な
い
こ
と
に
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

他
方、
従
業
員
情
報
の
保
管
につ
い
て
は、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で、
個
人
デ
l
タ
を

正
確
か
つ
最
新
の
内
容
に
保
つよ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(一
九
条)。
こ
の
こ
と
に
よ
り、
た



と
え
ば、
従
業
員
情
報
が
正
確
性・
最
新
性
を
欠
く
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め、
従
業
員
の
状
況
を

公
正
に
反
映
し
ない
形
で
雇
用
上
の
決
定
が
な
さ
れ、
従
業
員
に
とっ
て
予
期
せ
ぬ
不
利
益
が
生
じ
る
こ

と
が
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

具
体
的
に
は、
個
人
デ
ー
タ
の
正
確
性・
最
新
性
を
保つ
た
め、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
入
力
時
の
照

会・
確
認
の
手
続
き
の
整
備、
誤
り
等
を
発
見
し
た
場
合
の
訂
正
等
の
手
続
き
の
整
備、
記
録
事
項
の
更

新、
保
存
期
間
の
設
定
等
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
情
報
の
第
三
者へ
の
提供
に
つ
い
て
は、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く、
個
人
デ

ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
(
二
三
条一
項)。
も
ち
ろ
ん、
同一
企
業
内

に
お
い
て、
あ
る
部
門
か
ら
他
部
門
に
従
業
員
の
個
人
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合
は、
「
第
三
者へ
の
提

供」
に
あ
た
り
ま
せ
ん
の
で、
そ
の
限
り
で
本
人
か
ら
同
意
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん。
た
だ
し、
利

用
目
的
に
よ
る
制
限
(一
六
条一
項)
を
受
け
る
場
合
は
あ
り
ま
す。

他
方、
出
向
や
転
籍
を
行
う
に
際
し
て、
出
向
先・
転
籍
先
企
業
に
対
し
対
象
従
業
員
の
デ
!
タ
を
提

供
す
る
場
合、
退
職
者
の
転
職
先・
転
職
予
定
先
に
対
し
当
該
退
職
者
の
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合、
ま

た
は、
労
働
組
合
に
対
し
従
業
員
の
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合
は、
基
本
的
に
「
第
三
者へ
の
提
供」
に

該
当
し、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す。

難
従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は

純潔



と
こ
ろ
で、
個
人
情
報
保
護
法
で
は、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
も
配
慮
す
る
と
い
う
観
点
か
ら、
三
つ

の
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合
に
該
当
す
る
と
き、
本
人
か
ら
同
意
を
得
ず
と

も、
第
三
者
に
対
し
個
人
デ
1
タ
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

第一
に、
本
人
の
生
命
や
身
体
等
の
保
護
に
必
要
で
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
や、
法
令
に
基

づ
く
場
合
な
ど
(一一一一一
条一
項一
1
四
号)o
第二
に、
本
人
の
求
め
に
応
じ
て
第
三
者へ
の
提
供
を
停
止

す
る
こ
と
を
条
件
に、
個
人
デ
l
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
場
合
(
同
条二
項)。
第
三
に、
個
人
デ
ー

タ
の
提
供
元
と
提
供
先
と
を一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
が
適
当
か
つ
合
理
的
な
場
合。
具
体
的
に

は、
①
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範囲
で
の
委
託
先へ
の
提
供、
②
合
併
等
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
伴

う
提
供、
③
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
利
用、
と
い
っ
た
場
合
(
同
条
四
項)
で
す。
企
業
は、
こ
れら
の

例
外
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り、
第
三
者へ
の
情
報
提
供
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す。

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
個
人
デ
l
タ
の
漏
え
い、
滅
失
ま
た
は
き
損
を
防
止
す
る
た
め、
安
全
管
理

措
置
(二
O
条)、
従
業
者
の
監
督
(一
二

条)、
委
託
先
の
監
督
(一一一一
条)
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

本
法
の
求
め
る
必
要
か
つ
適
切
な
安
全
管
理
措
置
の
内
容
は、
経
済
産
業
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る

と、
「
組
織
的、
人
的、
物
理
的
お
よ
び
技
術
的
な
安
全
管
理
措
置」
で
す。
単
に、
「
技
術
的
安
全
管
理

措
置」
(
ア
ク
セ
ス
制
御、
不正
ソ
フ
ト
ウェ
ア
対
策、
情
報シ
ス
テム
の
監
視
等)
や、
「
物
理
的
安
全
管
理



措
置」
(
入
退
館・
室の
管
理、
個
人
デ
ー
タ
の
盗
難
防
止
措
置
等)
を
実
施
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん。
そ
れ
ら
ば
か
り
か、
「
組
織
的
安
全
管
理
措
置」
と
し
て、
安
全
管
理
に
つ
い
て
役
員
や

従
業
員
等
の
責
任
と
権
限
を
明
確
に
定
め、
安
全
管
理
に
関
す
る
規
程
や
手
順
書
を
整
備
運
用
し、
そ
の

実
施
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に、
「
人
的
安
全
管
理
措
置」
と
し
て、
従
業
員
等
に
対
し、
業
務
上
秘

密
と
指
定
さ
れ
た
個
人
デ
i
タ
の
非
開
示
契
約
の
締
結
や
定
期
的
な
教
育・
研
修
等
を
行
う
こ
と
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す。
さ
ら
に、
従
業
員
等
が
こ
の
よ
う
な
安
全
管
理
措
置
を
的
確
に
道
守
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
監
督
す
る
義
務
も
あ
り
ま
す
(一
二
条)0

給
与
計
算
そ
の
他
の
情
報
処
理
業
務
の
外
部
委
託
の
た
め、
従
業
員
の
個
人
デ
1
タ
を
委
託
先
に
移
転

す
る
と
き
は、
委
託
先
を
監
督
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
(二
二
条)。
具
体
的
に
は、
個
人
デ
l
タ
の
漏

え
い・
盗
用
の
禁
止、
再
委
託
を
行
う
際
の
委
託
元へ
の
報
告、
委
託
契
約
期
間
等
の
明
記、
委
託
契
約

終
了
後
の
個
人
デ
i
タ
の
返
却
ま
た
は
破
棄、
複
写
や
複
製
の
禁
止
等
を、
委
託
先
と
の
契
約
の
内
容
に

盛
り
込
む
と
と
も
に、
そ
れ
ら
が
道
守
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
な
お、
第三

者へ
の
個
人
デ
1
タ
の
提
供
の
ケ
l
ス
で
も、
同
様の
措
置
が求
め
ら
れ
てい
ま
す)。
ま
た、
委
託
先
の
選

定
に
あ
たっ
て
は、
そ
の
選
定
基
準
を
設
け
て、
個
人
情
報
保
護
や
情
報
セ
キュ
リ
テ
ィ
に
努
め
て
い
る

適
切
な
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
も
重
要
で
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
と
は



個
人
情
報
保
護
法
で
は、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
透
明
性
を
図
る
と
と
も
に、
本
人
自
ら
の
関
与
に

よっ
て
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱い
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て、
保
有
個
人
デ
l
タ
に
関
す

る
事
項
の
公
表
等
(二
四
条)
を
は
じ
め、
保
有
個
人
デ
l
タ
の
開
示
(二
五
条)、
訂
正
等
(二
六
条)

お
よ
び
利
用
停
止
等
(二
七
条)
に
関
す
る
諸
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

企
業
は、
原
則
と
し
て、
従
業
員
等
か
ら
求
め
が
あ
れ
ば、
事
実
情
報
ば
か
り
で
は
な
く
人
事
考
課・

査
定
等
の
評
価
情
報
も
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
た
だ
し、
本
人
ま
た
は
第
三
者
の
権
利
利
益
を

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、
業
務
の
適
正
な
実
施
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、
ま

た
は、
他
の
法
令
に
反
す
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

開
示
に
よっ
て、
保
有
個
人
デ
1
タ
に
つ
い
て
事
実
に
反
す
る
内
容
を
発
見
し
た
と
き
は、
従
業
員
等

は
そ
の
訂
正、
追
加
ま
た
は
削
除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
企
業
は
そ
の
求
め
に
応
じ
て、
利
用
目

的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て、
遅
滞
な
く
必
要
な
調
査
を
行い、
そ
の
結
果
に
基づ
き、
当
該

保
有
個
人
デ
l
タ
の
内
容
の
訂
正
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

ま
た、
従
業
員
等
は、
個
人
情
報
保
護
法
上
の一
定
の
義
務
に
企
業
が
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
知っ
た

と
き、
そ
の
状
態
を
是
正
し
本
人
自
ら
の
権
利
利
益へ
の
侵
害
の
リ
ス
ク
を
抑
止
す
る
た
め、
保
有
個
人

デ
l
タ
の
利
用
停
止
等
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す。
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祉
の
場
合
は 、
そ
も
そ
も
「
個
人
情
報
保
穫
法」
の
適
用
を
受
け
な
い
の
で 、

圃

議
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
也、
あ
ま
り
気
に
し
な
く
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が 。

童書

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
民
間
部
門
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱い
に
つ
い
て

の
法
律
上
の
義
務
を
履
行
すべ
き
者
と
し
て、
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者」
と
い
う
概
念
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す。
民
間
企
業
の
う
ち、
そ
れ
に
該
当
す
る
の
は、
特
定
の
個
人
情
報
を

容
易
に
検
索
で
き
る
コ
ン
ピュ
ー
タ
を
用い
た
デ
ー
タベ
ー
ス
等
を
事
業
の
用
に
供
し、
かっ、
当
該
デ

ー
タベ
ー
ス
等
に
五
O
O
O
人
分
以
上
の
個
人
情
報
(
顧
客の
そ
れ
か、
従
業
員
等
本
人
お
よ
び
家
族
の
そ

れ
か
を
問わ
ない。
た
だ
し、
同一
個
人
の
重
複
分は
除
く)
を
保
有
す
る
事
業
者
に
な
り
ま
す。
つ
ま
り、

五
0
0
0
人
分
以
上
の
個
人
情
報
を
保
有
す
る
企
業
は、
本
法
の
定
め
る
義
務
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
いの
に
対
し、
五
O
O
O
人
未
満
の
個
人
情
報
し
か
保
有
し
な
い
企
業
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も、
本
法

の
義
務
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
せ
ん。

し
か
し、
個
人
情
報
保
護
法
八
条
に
基づ
き
定
め
ら
れ
た
「
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な

取
扱い
を
確
保
す
る
た
め
に
事
業
者
が
講
ずべ
き
措
置
に
関
す
る
指
針」
(
平一
六・
七・一
厚
労
省
告
示
第

二
五
九
号)
に
よ
る
と、
「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者」
以
外
の
企
業
に
つ
い
て
も、
個
人
情
報
取
扱
事
業

者
に
準
じ
て、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。
ま
た、



求
人
を
行
お
う
と
す
る
企
業
で
あ
る
な
ら
ば、
保
有
す
る
個
人
情
報
数
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず、
個
人
情

報
保
護
法
の
特
別
法
に
あ
たる
職
業
安
定
法
五
条
の
四
が
適
用
さ
れ、
求
職
者
の
個
人
情
報
保
護
の
た

め、
同
条
の
定
め
る
義
務
を
履
行
し、
そ
れ
に
関
す
る
指
針
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す。
そ
れ
に
加
え
て、
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ、
従
業
員
等
に
対
し
何
ら
か
の
損

害
を
与
え
た
な
ら
ば、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず、
個
人
情
報
保
護
法
と

は
別
に、
民
法
に
基づ
く
損
害
賠
償
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
し
た
がっ
て、
個
人
情
報
取

扱
事
業
者
で
は
な
い
か
ら
と
い
っ
て、
実
際
上、
何
ら
の
取
り
組
み
も
行
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん。

〉
融
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
隆
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て 、
「
個
人
情
報
保
護
法」

a

胡
以
外
の
法
令 、
指
針
等
色
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
か 。

校

連患

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の

遵
守
すべ
き一
般
的
か
つ
抽
象
的
な
義
務
が
定
め
ら
れ
る
に
と
ど
まっ
て
い
ま
す。
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱い
の
た
め、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
措
置
等
を
講
ず
れ
ば
よ
い
か
に
つ

い
て
は、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
各
分
野
ご
と
の
特
性
を
考
慮
し
て、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
ま
た
は
指
針
等
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
は、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
の

経
済
産
業
分
野
を
対
象
と
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
(
平
二
つ一
0・
二
二
厚
労
省・
経
産
省
告
示
第
四
号。
以

門
丸一
従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A

約γ



下、
「
経
済
産
業
省ガ
イ
ド
ラ
イン」
と
い
う)
や、
「
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱い
を

確
保
す
る
た
め
に
事
業
者
が
講
ずべ
き
措
置
に
関
す
る
指
針」
(
平一
六・
七・一
厚
労
省
告
示
第二
五
九
号。

以
下、
「
雇
用
管
理
指
針」
とい
う)
等
が
あ
り
ま
す。
ま
た、
従
業
員
の
健
康
情
報
につ
い
て
は、
「
雇
用

管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
う
ち
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
い
て」
(
平

一
六・一
0・
二
九
基
発
第一
O二
九
O
O
九
号。
以
下、
「
健
康
情
報
留
意
事
項」
とい
う)
が
示
さ
れ
て
い
ま

す。
さ
ら
に、
健
康
保
険
組
合
を
設
置・
運
営
し
て
い
る
企
業
に
とっ
て
は、
「
健
康
保
険
組
合
等
に
お

け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
(
平一
六・一
二・
二
七
保
発
第

一
二
二
七
O
O一
号)
も
重
要
で
す。
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て、
こ
れ
ら

の
指
針
等
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
各
指
針
の
内
容
につ
い
て
は、
内
閣
府
の
ホ
l
ム

ペ
l
ジ
(
EG\\ささ毛印
gomo」む
な
巴内忠
告\W
告ロ\m包仏O
ES
E
E
S-
EBC
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い。

そ
れ
ら
に
加
え
て、
二
O
O
O
年
に
公
表
さ
れ
た
「
労
働
者
の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
行
動
指
針」

(
以
下、
「
行
動
指
針」
と
い
う)
も
参
照
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
行

動
指
針
の
示
す
ル
1
ル
は、
従
業
員
の
プ
ラ
イバ
シ
ー
や
人
格
権
の
保
護
に
関
す
る
従
来
の
判
例
や
裁
判

例
等
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り、
ま
た、
同
指
針
に
著
し
く
反
し
て
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

と、
事
情
に
よっ
て
は、
個
人
情
報
保
護
法
の
定
め
る
義
務
規
定
に
違
反
す
る
も
の
と
評
価
さ
れ
う
る
か

ら
で
す。
行
動
指
針
の
具
体
的
内
容
は、
厚
生
労
働
省
の
ホ
i
ム
ペ
l
ジ
(
互
晋\\当者名N-BE巧ぬ0・V\

wa
va\〔山田C5\NCCCHNNC121己\NCoo-NMolo--
門口再
三)
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

な
お、
求
職
者
や
派
遣
労
働
者
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は、
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
か

ら、
職
業
安
定
法
五
条の
四
お
よ
び
労
働
者
派
遣
法
二
四
条
の
三
に
よ
り
そ
の
保
護
が
図
ら
れ
て
き
ま
し



た。
求
職
者
や
派
遣
労
働
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
あ
たっ
て
は、
そ
れ
ら
の
規
定
お
よ
び
関
連
指

針
を
理
解
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

a
保護の対象となるのは
どのような個人情報ですか 。

重義

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
そ
の
対
象
と
な
る
情
報
に
つ
い
て三
種
類
の
概
念、
つ
ま
り

「
個
人
情
報」
「
個
人
デ
l
タ」
お
よ
び
「
保
有
個
人
デ
i
タ」
が
用い
ら
れ
て
お
り、
Q
5

の
と
こ
ろ
で
後
述
し
ま
す
よ
う
に、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て、
企
業
の
道
守
すべ
き
諸
義
務
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

そ
れ
ら
の
う
ち、
最
も
広
い
概
念
が
「
個
人
情
報」
で
す。
条
文
上、
そ
れ
は、
「
生
存
す
る
個
人
に

関
す
る
情
報
で
あっ
て、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
によ
り
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
(
他の
情
報と
容
易に
照
合
する
こ
と
が
で
き、
そ
れ
に
よ
り
特
定の個

人
を
識
別
する
こ
とが
で
き
るこ
と
と
な
る
もの
を
含む)」
(二
条一
項)
と
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
定
義
によ
れ
ば、
非
公
知
情
報
で
あ
る
か
公
知
情
報
で
あ
る
か
を
問
わ
ず、
特
定
の
個
人
が
識
別

可
能
な
も
の
は
すべ
て
「
個
人
情
報」
に
該
当
し、
ま
た、
映
像
や
音
声
情
報
も、
そ
れ
に
よっ
て
特
定

の
個
人
が
識
別
さ
れ
る
場
合、
「
個
人
情
報」
に
含
ま
れ
ま
す。

次
に、
「
個
人
デ
l
タ」
と
は、
特
定
の
個
人
情
報
を
容
易
に
検
索
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た

デ
ー
タベー
ス
等
で
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
こ
と
で
す
(二
条
四
項)。

さ
ら
に、
「
保

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A

韓韓議轟



有
個
人
デ
l
タ」
と
は、
「
個
人
デ
1
タ」
の
う
ち、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
が
開
示、
訂
正、
利
用
停

止
等
を
行
う
権
限
を
有
す
る
も
の
で
す
(
同
条五
項)。

こ
れ
ら
三
つ
の
概
念、
つ
ま
り
「
個
人
情
報」
「
個
人
デ
l
タ」
「
保
有
個
人
デ
l
タ」
は、
先
順
位
の

概
念
が
後
順
位
の
概
念
を
包
含
す
る
関
係
に
あ
り
ま
す。

具
体
的
に、
本
法
の
保
誰
の
対
象
と
な
る
従
業
員
等
の
「
倒
人
情
報」
と
は、
以
下
の
種
類
の
情
報

で
す。①

基
本
情
報
(
住
所、
電
話
番
号、
年
齢、
性
別、
出
身
地、
人
種、
同
籍
等)、

②
賃
金
関
係
情
報
(
年
間
賃
金
額、
月
間
給
与
額、
賞
与、
賃
金
形
態、
諸
手
当
等)、

③
資
産・
債
務
情
報
(
家
計、
債
権、
債
務、
不
動
崖
評
価
額、賃
金
外
収
入
等)、

④
家
族・
親
族
情
報
(
家
族
構
成、
同・
別
居、
扶
養
関
係、
家
族の
職
業・
学
歴、
家
族の
収
入、
家
族

の
健
康
状
態、
健
康の
有
無、
親
族の
状
況
等)、

⑤
思
想・
信
条
情
報
(
支
持
政
党、
政
治
的
見
解、
宗
教、各
種
イ
デ
オロ
ギ
ー、
思
想
的
傾
向
等)、

⑥
身
体・
健
康
情
報
(
健
康
状
態、
病
歴、心
身
の
障
害、
運
動
能
力、
身
体
測
定
記
録、
医
療
記
録、メ

ン
タ
ルヘ
ル
ス生豆、

①
人
事
情
報
(
人
事
考
課、
学
歴、
資
格・
免
許、
処
分
歴
等)、

④
私
生
活
情
報
(
趣
味・
晴
好、
特
技、交
際
・
交
遊
関
係、
就
業
外
活
動、
住
宅
事
情
等)、

⑨
労
働
組
合
関
係
情
報
(
所
属
労
働
組
介、
労
働
組
合
活
動
歴
等)、
で
す。



4

個
人
情
報
保
護
の
対
象
と
な
る
の
は

ま
員
の
個
人
情
報

存
で
す
か 。

空襲

い
い
え。
雇
用
の
形
態
に
よっ
て
保
護
の
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
が、
左
右
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん。
要
す
る
に、
正
社
員
を
は
じ
め、
契
約
社
員、
パ
l
ト
従
業
員、
派
遣

労
働
者
等、
企
業
の
雇
用
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
すべ
て
の
労
働
者
の
個
人
情
報
が
保
護
の

対
象
と
な
り
ま
す。

選

園
、
，
企
業
は
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
遵
守
す
る

・・
用
義
務・
責
務
が
あ
る
の
で
す
か 。

鳴

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
Q
3
で
述べ
ま
し
た三一
種
類
の
概
念、
つ
ま
り
「
個
人
情
報」

「
個
人
デ
l
タ」
「
保
有
個
人
デ
l
タ」
ご
と
に、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
遵
守
すべ
き
諸

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
ず、
「
個
人
情
報」
全
般
を
対
象
と
す
る
義
務
に
関
す
る
規
定
と
し
て、
利
用
目
的
の
特
定
(一
五

条)、
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
(一
六
条)、
適
正
な
取
得
(一
七
条)、
取
得
に
際
し
て
の
利
用
目
的
の
通

知
(一
八
条)
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま
す。
つ
ま
り、
使
用
者
は
原
則
と
し
て、
従
業
員
等
の
個
人
情
報

を
取
り
扱
う
の
に
あ
たっ
て、
そ
の
利
用
目
的
を
で
き
る
限
り
具
体
的、
個
別
的
に
特
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず、
こ
う
し
て
特
定
さ
れ
た
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て
し
か、
従
業
員
等
の
個
人

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A

難騒詔護暴



情
報
を
取
り
扱っ
て
は
な
り
ま
せ
ん。
従
業
員
等
本
人
か
ら
書
面
等
で
個
人
情
報
を
取
得
し
よ
う
と
す
る

と
き
は、
企
業
は、
あ
ら
か
じ
め
利
用
目
的
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い一
方、
そ
れ
以
外
の
取
得
に

つ
い
て
は、
あ
ら
か
じ
め
利
用
目
的
を
公
表
し
て
い
る
場
合
を
除
き、
従
業
員
等
本
人
に
対
し
利
用
目
的

を
速
や
か
に
通
知
ま
た
は
公
表
す
る
こ
と
を
義
務づ
け
ら
れ
てい
ま
す。
ま
た、
個
人
情
報
の
取
得
の
た

め、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す。

次
に、
「
個
人
デ
l
タ」
を
対
象
と
す
る
義
務
の
規
定
と
し
て、
デ
ー
タ
内
容
の
正
確
性
の
確
保(一
九

条)、
安
全
管
理
措
置
(二
O
条)、
従
業
者
の
監
督
(一
二
条)、
委
託
先
の
監
督
(二
二
条)、
第
三
者
提

供
の
制
限
(二
三
条)
が
あ
り
ま
す。
つ
ま
り、
企
業
は、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い

て、
従
業
員
等
の
個
人
デ
l
タ
を
正
確
かつ
最
新
の
内
容
に
保つ
よ
う
努
め
る
と
と
も
に、
そ
の
取
り
扱

う
個
人
デ
l
タ
の
漏
え
い、
滅
失
ま
た
は
き
損
の
防
止
そ
の
他
の
個
人
デ
l
タ
の
安
全
管
理
の
た
め
に
必

要
かつ
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
ま
た、
従
業
員
等
に
個
人
デ
l
タ
を
取
り
扱
わ
せ

る
に
あ
た
り、
ま
た
は、
外
部
の
事
業
者
に
個
人
デ
l
タ
の
取
り
扱い
を
委
託
す
る
場
合
は、
当
該
個
人

デ
1
タ
の
安
全
管
理
が
図
れ
る
よ
う、
従
業
員
等
ま
た
は
委
託
先
に
対
す
る
必
要
かつ
適
切
な
監
督
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
さ
ら
に、
企
業
は
原
則
と
し
て、
あ
ら
か
じ
め
本
人
の
同
意
を
得
な
い
で、

従
業
員
等
の
個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す。

最
後
に、
「
保
有
個
人
デ
i
タ」
を
対
象
と
す
る
義
務
と
し
て、
保
有
個
人
デ
l
タ
に
関
す
る
事
項
の

公
表
(
二
四
条)、
開
示
(二
五
条)、
訂
正
等
(
二
六
条)、
利
用
停
止
等
(二
七
条)
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す。
つ
ま
り、
企
業
は、
従
業
員
等
本
人
に
とっ
て、
自
己
の
個
人
情
報
が
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ

る
か
や、
ど
こ
に
対
し、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
で
開
示、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
等
を
請
求
で
き
る
か
が



明
ら
か
に
な
る
よ
う、
保
有
個
人
デ
l
タ
の
利
用
目
的
や、
開
示、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
の
手
続
き
等

を
本
人
の
知
り
う
る
状
態
に
置
く
こ
と
を
義
務づ
け
ら
れ
て
い
ま
す。
実
際
に、
従
業
員
等
本
人
か
ら
自

己
の
保
有
個
人
デ
1
タ
の
開
示
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は、
企
業
は
原
則
と
し
て、
遅
滞
な
く
そ
の
求
め
に

応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず、
そ
し
て、
開
示
し
た
デ
l
タ
中
に
事
実
に
反
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り、
従

業
員
等
本
人
か
ら
そ
の
訂
正
等
が
求
め
ら
れ
た
と
き
は、
企
業
は
遅
滞
な
く
必
要
な
調
査
を
行い、
そ
の

結
果
に
基づ
き、
当
該
デ
ー
タ
の
内
容
の
訂
正
等
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
他
方、
自
己
の
保
有

個
人
デ
1
タ
が、
特
定
さ
れ
た
利
用
目
的
以
外
の
目
的
で
取
り
扱
わ
れ
た
り、
ま
た
は
偽
り
そ
の
他
の
不

正
の
手
段
を
用い
て
取
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に、
従
業
員
等
本
人
か
ら
当
該
デ
l
タ
の
利

用
停
止
ま
た
は
消
去
が
求
め
ら
れ
た
と
き
は、
そ
の
求
め
に
理
由
が
あ
る
と
判
明
し
た
場
合、
企
業
は
、

法
違
反
の是
正
に
とっ
て
必
要
な
限
度
で、
遅
滞
な
く、
当
該
デ
ー
タ
の
利
用
停
止
等
を
行
う
よ
う
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す。

ミ
震

個人情報保護法の定める義務・
責務の遵守のため 、

a-型
企業は
どのような取り組みをすることが求められているのですか 。

霊童

個
人
情
報
保
護
法
の
定
め
る
義
務
や
責
務
を
道
守
す
る
た
め、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
につ
い
て
は、
前
述
の
経
済
産
業
省
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や一雇
用
管

理
指
針
等
で
示
さ
れ
て
お
り、
企
業
は
そ
れ
ら
を
十
分
に
理
解
し、
そ
れ
ら
に
即
し
た
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
譲
Q
&
A



企
業
が
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
各
場
面
に
お
い
て、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ない
か
に
つ
い
て
は、
Q
8
以
降
で
述べ
て
い
き
ま
す。

悲.I�
遣も漏しが 、
あ企
つ 盤た おとなきか
ど妥の業よ員う等な のリ個ス人ク情
問語
票控
穆 面

計
で
すか

聖書

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
企
業
が
本
法
の
定
め
る
義
務
に
違
反
し
た
か
ら
と
い
っ
て、
た

だ
ち
に
刑
事
罰
に
処
せ
ら
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん。
と
い
う
の
は、
本
法
は、

企
業
等
に
よ
る
自
主
的
取
り
組
み
な
い
し
自
主
的
規
制
を
基
本
と
し、
不
適
正
な
取
り
扱い

に
よ
り
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
た
場
合、
ま
ず、
企
業
自
ら
が
苦
情
処
理
手
続
き
等

を
通
じ
て
自
主
的
解
決
を
図
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
す。
そ
し
て、
悪
質
な
ケ
!
ス
に
つ
い
て
の

み、
主
務
大
臣
が
そ
の
程
度
に
応
じ
て、
助
言
に
は
じ
ま
り、
勧
告
ま
た
は
命
令
を
発
す
る
こ
と
と
し、

命
令
を
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
じ
め
て
刑
事
罰
を
科
す
と
い
う
仕
組
み

と
なっ
て
い
ま
す。

まれ

そ
の
た
め、
刑
事
罰
が
科
さ
れ
る
の
は
稀
な
ケ
l
ス
で
す
か
ら、
個
人
情
報
保
護
の
取
り
組
み
につ
い

て、
そ
こ
そ
こ
で
い
い
や
と、
お
ろ
そ
か
に
な
る
企
業
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
顧
客
の
個
人
情
報
は

と
も
か
く
と
し
て、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
は、
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う。

こ
の
よ
う
に、
も
し
企
業
が
本
法
お
よ
び
関
連
指
針
に
則
し
た
自
主
的
かつ
積
極
的
な
取
り
組
み
を
怠



り、
そ
の
結
果
と
し
て、
ト
ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
従
業
員
等
に
損
害
を
与
え
た
な
ら
ば、
も
ち
ろ
ん、
民

事
責
任
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
ま
さ
に
そ
の
場
合、
本
法
の
定
め
る
義
務
を
遵
守
し
た
か

ど
う
か、
関
連
指
針
の
定
め
る
措
置
を
講
じ
た
か
ど
う
か
が、
民
事
責
任
の
有
無
の
判
断
に
あ
たっ
て
考

慮
さ
れ
るべ
き
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す。
将
来
の
法
的
リ
ス
クへ
の
対
応
と
し
て、
企
業
の
規
模
に
も

よ
り
ま
す
が、
そ
れ
に
応
じ
て
で
き
る
限
り
で
の
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す。

以
上
の
よ
う
な
法
的
リ
ス
ク
に
関
す
る
問
題
の
ほ
か
に
も、
も
ち
ろ
ん、
い
ろ
い
ろ
な
リ
ス
ク
が
あ
り

ま
す。
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て、
企
業
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
な
い
と、
自
分

た
ち
の
個
人
情
報
は
大
切
に
さ
れ
て
い
ない
と
従
業
員
が
感
じ、
企
業
の
顧
客
情
報
そ
の
他
の
機
密
情
報

等
を
適
正
か
つ
慎
重
に
取
り
扱
お
う
と
の、
従
業
員
の
モ
チベ
l
シ
ヨ
ン
が
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す。
ま
た、
顧
客
の
個
人
情
報
で
あ
る
か
従
業
員
の
そ
れ
で
あ
る
か
を
問
わ
ず、
個
人
情
報
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
を
発
生
さ
せ
れ
ば、
直
ち
に
個
人
情
報
保
護
や
情
報
セ
キュ
リ
テ
ィ
へ
の
企
業
の
姿
勢
が
問
わ

れ、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
が
企
業
の
取
り
組
み
の
不
十
分
さ
に
あ
れ
ば、
当
然、
社
会
的
評
価
お
よ
び
信
頼

が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う。

し
た
がっ
て、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
も
考
慮
し
て、
企
業
は
従
業
員
等
の
個
人
情
報
保
護
を
も
十
分
に

図っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
識は
Q
&
A



、唱d
従業員等の個人情報を取得するに際しで
は 、

aa司/
留意する必要がありますか 。

どのようなことに

個
人
情
報
保
護
法
に
基づ
き、
ま
ず、

企
業
は、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
の

に
際
し
て、
そ
の
利
用
目
的
を
特
定
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(一
五
条)。
利
用
目
的
を

特
定
す
る
に
あ
たっ
て
は、
「
当
社
の
事
業
活
動
に
必
要
で
あ
る
た
め」
と
か、
「
従
業
員
情

報
を
幅
広
に
把
握
し
て
お
く
た
め」
と
いっ
た
よ
う
に、
単
に
抽
象
的、
一
般
的
に
特
定
す
る
の
で
は
不

十
分
で
す。
「
労
働
者
等
本
人
が、
取
得
さ
れ
た
当
該
本
人
の
個
人
情
報
が
利
用
さ
れ
た
結
果
が
合
理
的

に
想
定
で
き
る
程
度
に、
具
体
的、
個
別
的
に
特
定
す
る
こ
と」
が
求
め
ら
れ
ま
す。

次
に、
従
業
員
等
か
ら
個
人
情
報
を
取
得
す
る
に
あ
たっ
て
は、
企
業
は
利
用
目
的
の
明
示
ま
た
は
通

知
も
し
く
は
公
表
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
つ
ま
り、
本
法
で
は、
本
人
か
ら
直
接
書
面
等
に
よ

り
当
該
本
人
の
個
人
情
報
を
取
得
す
る
場
合
は、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
明
示
す
る一
方、
そ
れ

以
外
の
取
得
(
書
面
等
に
よ
ら
ない
本
人
か
ら
の
個
人
情
報の
取
得
や、
第
三
者
か
ら
の
取
得)
に
つ
い
て

は、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
公
表
し
て
い
る
場
合
を
除
き、
速
や
か
に
利
用
目
的
を
本
人
に
通
知



ま
た
は
公
表
す
る
こ
と
が
義
務づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
(一
八
条一
項、
二
項)。
こ
の
趣
旨
は、
利
用
目
的

の
明
示
ま
た
は
通
知・
公
表
を
通
じ
て、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
透
明
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に、
本

人
自
ら
が
個
人
情
報
を
提
供
す
る
に
際
し
て
必
要
な
注
意
を
払
う
こ
と
を
可
能
に
し、
本
人
の
権
利
利
益

の
侵
害
を
未
然
に
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す。

た
だ
し、
本
人へ
の
通
知・
公
表
が、
本
人
も
し
く
は
第
三
者
の
生
命、
身
体、
財
産
そ
の
他
の
権
利

利
益、
ま
た
は
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
権
利
等
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
や、
取
得
の
状
況
か
ら

み
て
利
用
同
的
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
等
は、
そ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
(
同
条
四

項)0
そ
の
た
め、
就
職
応
募
者
か
ら
個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
き
に
つ
い
て
は、
あ
ら
か
じ
め
利
用
目

的
が
明
白
で
あ
る
こ
と
か
ら、
例
外
的
な
場
合
に
該
当
し、
そ
の
明
示
ま
た
は
通
知・
公
表
は
必
要
が
な

い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
し
か
し、
採
用
選
考
に
と
ど
ま
ら
ず、
採
用
後
の
人
事
労
務
管
理
の

た
め
の
利
用
を
念
頭
に
置
い
て
取
得
す
る
情
報
も
あ
る
と
考え
ら
れ
ま
す
の
で、
原
則
ど
お
り
に、
あ
ら

か
じ
め
明
示
ま
た
は
通
知・
公
表
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

ま
た、
本
法
で
は、
個
人
情
報
の
取
得
手
段
につ
い
て
も、
不
正
の
手
段
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
個
人
情

報
は、
そ
れ
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
本
人
の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
高い
こ
と
か
ら、

「
偽
り
そ
の
他
の
不
正
の
手
段」
を
用
い
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
(一
七
条)。
「
不
正
の
手
段」

に
は、
不
適
法
な、
ま
た
は
適
正
性
を
欠
く
方
法
や
手
続
き
が
含
ま
れ
て
い
ま
す。
た
と
え
ば、
他
の
法

律
に
違
反
し
て
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と、
他
人
の
管
理
下
に
あ
る
個
人
情
報
を
正
当
な
権
限
な
く
取

だま

得
す
る
こ
と、
ま
た
は、
人
を
踊
し
た
り
し
て
個
人
情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
該
当
し
ま
す。

従
業
員
等
か
ら
の
個
人
情
報
の
収
集
に
お
い
て、
旦ハ
体
的
に、
ど
の
よ
う
な
方
法
ま
た
は
手
続
き
が
本

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A



法一
七
条
違
反
と
し
て
問
題
と
な
り
う
る
か
につ
い
て
は、
Q
9
お
よ
び
Q
m
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い。

S， 
聞従き業ま員し のた セが V
そ三
也 �
そ ブも情セ 報ン をン収
ヲ手
Zる
，冒盲 圃，

報 さとはは 禁
借よ 抗
2z 
情 る

撃 と
すカ=

塁議

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報」
の
収
集
の
禁
止
ま
た
は
制
限
に
つ
い

て、
そ
の
類
型
的
な
定
義
を
あ
ら
か
じ
め
行
う
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら、
何

ら
の
規
定
も
定
め
て
い
ま
せ
ん。

し
か
し、
本
法
の
特
別
法
に
あ
た
る
職
業
安
定
法
五
条
の
四
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
指
針
で
は、
原
則

と
し
て、
求
人
企
業
は
求
職
者
か
ら、
①
人
種、
民
族、
社
会
的
身
分、
門
地、
本
籍、
出
生
地
そ
の
他

社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情
報、
②
思
想
お
よ
び
信
条、
③
労
働
組
合へ
の
加
入

状
況
と
い
っ
た、
特
定
の
情
報
の
収
集
を
禁
止
し
て
い
ま
す。
例
外
と
し
て、
特
別
な
職
業
上
の
必
要
性

が
存
在
す
る
こ
と、
そ
の
他
業
務
の
目
的
の
達
成
に
必
要
不
可
欠
で
あっ
て、
収
集
目
的
を
示
し
て
本
人

か
ら
収
集
す
る
と
き
は、
そ
れ
ら
の
個
人
情
報
の
収
集
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す。

同
様
に、
前
述
の
行
動
指
針
で
も、
求
職
者
の
み
な
ら
ず
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
収
集
が
禁
止
ま
た

は
制
限
さ
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
等の
人
格
白
体
に
か
か
わ
り、
不
当
な
差
別
に
利
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
高い
個
人
情
報、
つ
ま

り
人
種、
民
族、
社
会
的
身
分、
門
地、
本
籍、
出
生
地
等
や、
思
想、
信
条
お
よ
び
信
仰
に
つ
い
て

は、
原
則
と
し
て
そ
の
収
集
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。



ま
た、
労
働
組
合へ
の
加
入
状
況
等
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
も、
法
令
も
し
く
は
労
働
協
約
に
特
段
の

定
め
が
あ
る
場
合、
ま
た
は、
法
令
も
し
く
は
労
働
協
約
に
基
づ
く
義
務
の
履
行
の
た
め
必
要
な
場
合
を

除
き、
労
働
組
合
お
よ
び
従
業
員
等
の
意
思
に
反
す
る
そ
の
収
集
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。

行
動
指
針
は、
た
だ
ち
に
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
だ
か
ら
と
い
っ
て
軽
視

し
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
同
指
針
で
示
さ
れ
て
い
る
ル
l
ル
に
著
し
く
反
し
て
前
掲
の

個
人
情
報
が
収
集
さ
れ
る
と、
個
人
情
報
保
護
法一
七
条
の
「
適
正
な
取
得」
に
反
す
る
と
評
価
さ
れ
う

る
か
ら
で
す。

な
お、
従
業
員
等
の
健
康
情
報
も、
厳
格
に
保
護
さ
れ
るべ
き
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
で
す
が、
そ
の
取

り
扱い
に
関
し
て
は、
Q
n
で
述べ
る
こ
と
と
し
ま
す。

さ10
お従よ業び員モ等
タ省リ 人ン惜グ 報に 収
示祭て 桑
野の語よ括
経
考ix 種写 の
竺 申
L l a:.  

の 個
室 董
ft 、

均霊

@
家
族・
身
上、
就
業
外
活
動、
持
ち
家
状
況、
債
務
等
に
関
す
る
申
告・
調
査

こ
れ
ら
の
極
め
て
プ
ラ
イベ
ー
ト
な
事
項
に
つ
い
て
の
申
告・
調
査
は
従
来
か
ら、
就
職

差
別
と
の
関
連
で
問
題
視
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す。

Q
9
で
述べ
ま
し
た
よ
う
に、
職
業
安
定
法
五
条
の
四
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
指
針
に
基づ
き、
従
業

員
の
募
集
を
行
う
企
業
は
応
募
者
か
ら、
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す。
ま
た、
同
指
針
で
は、
就
職
差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
や
社
用
紙

従
業
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の
使
用
と
い
っ
た
悪
弊
を
絶つ
こ
と
を
目
的
と
し
て、
本
人
か
ら
の
直
接
収
集、
ま
た
は、
本
人
か
ら
事

前
の
同
意
を
得
た
う
え
で
の
第
三
者
か
ら
の
間
接
収
集
を
義
務づ
け
る
と
と
も
に、
応
募
書
類
を
提
出
さ

せ
る
と
き
は
所
定
の
用
紙
(
つ
ま
り、

就
職
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項
を
除
い
た
も
の)

を
用
い

る
こ
と
も
求
め
て
い
ま
す。
し
た
がっ
て、
従
業
員
の
募
集
を
行
う
企
業
は、
特
別
な
職
業
上
の
必
要
性

が
存
在
す
る
場
合
等
を
除
き、

家
族
・

身
上、

就
業
外
活
動、

持
ち
家
状
況、

債
務
お
よ
び
労
働
組
合
へ

の
加
入
状
況
等
に
関
す
る
申
告
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。
仮
に、
特
別
な
職
業
の
必
要
性
が
存
在

す
る
場
合
で
あっ
て
も、
収
集
の
目
的
を
示
し
て
本
人
か
ら
収
集
す
る
の
で
は
な
く、
本
人
に
無
断
で
本

人
以
外
の
者
か
ら
そ
れ
ら
を
収
集
す
る
と
い
っ
た
調
査
も
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
ま
せ
ん。

他
方、
現
従
業
員
に
つ
い
て
は、
た
と
え
ば、
家
族
手
当
ま
た
は
住
宅
手
当
の
支
給
や、
特
定
の
職
種

の
適
性
の
把
握
等
の
た
め、
企
業
は
極
め
て
プ
ラ
イベ
ー
ト
な
事
項
に
つ
い
て
申
告
を
求
め、
調
査
を
行

う
正
当
な
必
要
性
が
存
す
る
場合
が
あ
り
ま
す。

行
動
指
針
に
よ
る
と、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は、
収
集
の
目
的
を
示
し
て
本
人
に
申
告
を
求
め、
本
人

か
ら
そ
れ
ら
を
収
集
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば、
何
ら
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん。
さ
ら
に、
特
定
の
職
種
の
適

性
を
判
断
す
る
た
め、
債
務
や
就
業
外
活
動
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と
き
は、
少
な
く

と
も、
本
人
以
外
の
者
か
ら
個
人
情
報
を
収
集
す
る
に
際
して
求
め
ら
れ
る
次
の
条
件
の
う
ちい
ず
れ
か

を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

①
収
集
先、
目
的、
項
目
等
を
事
前
に
本
人
に
通
知
し
た
う
え
で、
同
意
を
得
る
こ
と、

②
法
令
に
定
め
が
あ
る
こ
と、

③
従
業
員
等
の
生
命、
身
体
ま
た
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
緊
急
に
必
要
が
あ
る
こ
と、



④
業
務
の
性
質
上、
本
人
収
集
が
そ
の
適
正
な
実
施
に
支
障
を
与
え、
そ
の
目
的
の
達
成
が
困
難
と
な

マhv
こ
シ」

⑤
そ
の
他、
本
人
以
外
の
者
か
ら
収
集
す
る
こ
と
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
こ
と、
で
す。

要
す
る
に、
現
従
業
員
に
つ
い
て
は、
個
人
情
報
保
護
法一
七
条
の
「
適
正
な
取
得」
に
違
反
し
な
い

た
め、
直
接
の
法
的
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
行
動
指
針
の一不
す
ル
l
ル
に
則
し
て、
家
族・
身
上、

就
業
外
活
動、
持
ち
家
状
況、
債
務
等
の
申
告
を
求
め、
調
査
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

@
従
業
員
の
所
持
品
検
査、
ロ
ッ
カ
ー
検
査、
観
察・
監
視

企
業
は、
満
足
の
ゆ
く
労
務
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
は
じ
め、
業
務
上
の
財
産
の
保

全
や
職
場
内
の
安
全
衛
生
の
確
保
等
の
た
め、
従
業
員
の
言
動
につ
い
て
観
察、
調
査
な
い
し
監
視
を
行

、つ
必
要
が
あ
り
ま
す。
実
際
に、
労
務
指
揮
権
ま
た
は
施
設
管
理
権
の
行
使
の一
環
と
し
て、
そ
の
よ
う

な
従
業
員
の
個
人
情
報
の
収
集
が
行
わ
れ
て
い
ま
す。
し
か
し、
そ
の
際
に
用い
ら
れ
る
情
報
収
集
の
方

法
や
手
段
に
よっ
て
は、
従
業
員
の
プ
ラ
イバ
シ
ー
や
人
格
権
等
人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す。
こ
の
こ
と
に
よ
り、
従
来
か
ら
裁
判
所
に
お
い
て、
所
持
品
検
査、
ロ
ッ
カ
ー
検
査、
従
業

員
の
観
察・
監
視
等
の
適
法
性
が
争
わ
れ
て
き
ま
し
た。

た
と
え
ば、
所
持
品
検
査
に
つ
い
て
は、
そ
の
拒
否
を
理
由
と
す
る
懲
戒
処
分
の
適
否
が
争
わ
れ
た
西

日
本
鉄
道
事
件
最
高
裁
判
決
(
最
判
昭
四
三・
八・
二
判
時
五
二
八
号
八
二
頁)
が
あ
り
ま
す。
同
判
決
で

は、
所
持
品
検
査
を
適
法
と
す
る
四
条
件
が
示
さ
れ
ま
し
た。
①
そ
れ
を
必
要
と
す
る
合
理
的
理
由
の
存

在、
②
方
法
と
程
度
の
妥
当
性、
③
制
度
と
し
て
の
画一
的
な
実
施、
④
就
業
規
則
等
明
示
の
根
拠、
で

従
業
員
の
個
人
情
報
保
議
Q
&
A



す。
つ
ま
り、
そ
れ
ら
四
条
件
を
満
た
す
検
査
は
適
法
で
あ
る
の
に
対
し、
そ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
を

欠
く
よ
う
な
検
査
は
違
法
と
判
断
さ
れ
ま
す。

ま
た、
ロ
ッ
カ
ー
検
査
に
つ
い
て
は、
従
業
員
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
行
え
ば、
プ
ラ
イバ
シ
ー
侵
害

に
あ
た
り、
違
法
と
さ
れ
ま
す
(
関
西
電
力
事
件
・
最
判
平七・
九・
五
労
判六
八
O
号二
八
頁)。

さ
ら
に、
従
業
員
の
観
察・
監
視
に
つ
い
て
は、
た
と
え
ば、
組
合
活
動
の
情
報
収
集
の
た
め
従
業
員

控
室
に
盗
聴
器
を
仕
掛
け
た
岡
山
電
気
軌
道
事
件
(
岡
山
地
判
平
三・
二一・一
七
労
判
六
O
六
号
五
O
頁)

が
あ
り
ま
す。
本
件
は、
職
場
内
の
私
的
領
域
と
も
い
え
る
場
所
(
休
憩
室
や
食
堂)
に
お
い
て
従
業
員

間
で
交
わ
さ
れ
る
私
的
会
話
を
秘
密
裏
に
傍
受
し
た
事
例
で
あ
り、
違
法
と
さ
れ
ま
し
た。
他
方、
観

察・
監
視
の
対
象
が
職
務
遂
行
自
体
で
あ
る
場
合
で
さ
え
も、
そ
の
目
的、
態
様・
程
度、
侵
害
的
で
は

な
い
他
に
と
り
う
る
子
段
の
存
否、
事
前
説
明・
協
議
等
諸
般
の
事
情
に
照
ら
し
て、
違
法
と
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す。
た
と
え
ば、
指
導
員
の
教
育
訓
練
の
た
め
教
習
車
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
た

広
沢
自
動
車
学
校
事
件
(
徳
島
地
決
昭
六一・一
一・一
七
労
判
四
八
八
号
四
六
頁)
で
は、
録
音
の
実
施
に

あ
た
り
十
分
な
事
情
説
明
や
協
議
を
通
じ
て
従
業
員
の
納
得
を
得
る
よ
う
努
め
な
かっ
た
こ
と
や、
監
視

に
よ
る
心
理
的
圧
迫
を
考
慮
し
て、
従
業
員
の
「
自
由
な
同
意」
を
得
る
こ
と
な
く一
方
的
に
録
音
す
る

こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た。

も
ち
ろ
ん、
企
業
は、
所
持
品
検
査、
ロ
ッ
カ
ー
検
査
ま
た
は
従
業
員
の
観
察・
監
視
等
の
実
施
に
際

し
て、
こ
れ
ら
の
判
例
や
裁
判
例
の
示
す
ル
ー
ル
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。
そ
れ
ら
の
ル
l
ル
に

反
し
て
実
施
す
れ
ば、
も
ち
ろ
ん、
個
人
情
報
保
護
法一
七
条
の
「
適
正
な
取
得」
に
も
違
反
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す。



@
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
電
子
メ
ー
ル
の
監
視

職
場へ
の
コ
ン
ピュ
ー
タ
お
よ
び
そ
の
ネッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
に
伴い、
そ
れ
ら
の
悪
用
や
情
報
の
流

出
等
諸
問
題
が
生
じ
て
お
り、
そ
れ
ら
に
対
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ・
監
視
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
なっ
て
き

ま
し
た。
そ
れ
ら
の
実
施
方
法
ま
た
は
手
続
き
が、
従
業
員
の
プ
ラ
イバ
シ
ー
や
人
格
権
等
人
格
的
利
益

の
保
護
と
の
関
連
で
問
題
と
な
り
ま
す。

実
際
に、
電
子
メ
l
ル
の
監
視
等
を
め
ぐ
る
諸
事
件
が
裁
判
所
で
争
わ
れ
ま
し
た。
結
論
と
し
て、
当

該
監
視
の
違
法
性
を
認
め
る
判
決
は
い
ま
だ
下
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が、
少
な
く
と
も、
企
業
が
従
業
員
に

よ
る
合
理
的
か
つ
必
要
な
範
聞
で
の
電
子
メ
1
ル
の
私
用
を
許
可
な
い
し
黙
認
し
て
い
る
と
き、
従
業
員

に
対
し
事
前
に
通
知
す
る
こ
と
な
く
不
当
な
目
的
で
そ
の
監
視
を
行
う
と、
プ
ラ
イバ
シ
ー
侵
害
と
な
る

と
判
断
さ
れ
る
余
地
は
あ
り
ま
す
(F
社Z
事
業
部
事
件・
東
京
地
判
平
二二・一
二・
三
労
判八二
六
号七
六

頁、

日
経
ク
イ
ッ
ク
情
報
事
件
・

東
京
地
判
平
一

四・
二
・
二
六
労
判
八
二
五
号
五
O
頁)
0

ま
た、
電
子
メ
I
ル
の
監
視
を
含
め、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
やコ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
る
従
業
員
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
に
関
し
て
は、
経
済
産
業
省ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で、
個
人
情
報
保
護
法二
O
条
の
安
全
管
理
措
置
の

一
環
と
し
て
そ
れ
ら
を
実
施
す
る
に
際
し
て
の
留
意
事
項
が
示
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
ら
に
従っ
て
従
業
員

等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す。

つ
ま
り、
①モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
目
的
を
あ
ら
か
じ
め
特
定
し、
社
内
規
程
に
定
め
る
と
と
も
に、
従
業

員
等
に
明
示
す
る
こ
と、
②モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
責
任
者
と
そ
の
権
限
を
定
め
る
こ
と、
③モ
ニ
タ
リ

ン
グ
を
実
施
す
る
場
合
に
は、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
実
施
につ
い
て
の
社
内
規
程
案
を
策
定
し、
事
前
に
社

内
に
徹
底
す
る
こ
と、
④モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
状
況
につ
い
て
は、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
監
査
ま
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た
は
確
認
を
行
う
こ
と、
で
す。

ま
た、
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
お
よ
び
雇
用
管
理
指
針
に
よ
り、
当
該
社
内
規
程
を
策
定
す
る
に
あっ
て

は、
あ
ら
か
じ
め
労
働
組
合
等
に
通
知
し、
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と、
ま
た、
そ
の
策
定
後、

従
業
員
等
に
周
知
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い、
と
さ
れ
て
い
ま
す。

そ
れ
ら
に
加
え
て、
行
動
指
針
に
よ
る
と、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
場
合、
原
則
と
し
て
従
業
員
に
対

し、
実
施
理
由、
実
施
時
間
帯、
お
よ
び
収
集
さ
れ
る
情
報
内
容
等
を
事
前
に
通
知
す
る
と
と
も
に、
従

業
員
の
権
利
利
益
を
侵
害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と、
と
り
わ
け
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
従
業
員

の
健
康
と
安
全
の
確
保、
ま
た
は、
業
務
上
の
財
産
の
保
全
に
必
要
な
場
合
に
限
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す。

以
上
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て、
企
業
が、
まっ
た
く
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
留
意
す
る
こ
と
な
く、
従
業
員
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
な
ら
ば、
個
人
情
報
保
護
法
上、
そ
れ
は
違
法
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
る
で
しょ
う。

O
H
l
V
検
査、

薬
物
・
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
等

企
業
は、
適
切
な
人
員
配
置
や
安
全
配
慮
義
務
の
履
行
等
の
観
点
か
ら、
従
業
員
の
精
神
ま
た
は
身
体

の
状
態
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り、
そ
の
た
め
の
各
種
の
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。
そ
れ
ら

の
検
査
の
方
法
ま
た
は
手
段
に
よっ
て
は、
従
業
員
の
プ
ラ
イバ
シ
ー
等
人
格
的
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す。

行
動
指
針
で
は、
従
業
員
等の
権
利
利
益
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
高い
各
種
の
検
査
に
関
し
て、
そ
の



侵
害
の
お
そ
れ
の
程
度、
検
査
の
必
要
性、
企
業
で
の
そ
の
実
施
状
況
等
を
ふ
ま
え
て、三
つ
の
類
型
に

分
け、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
規
制
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
ず
第一
に、
、っ
そ
発
見
器
そ
の
他
類
似
の
真
偽
判
定
機
器
を
用
い
た
検
査、
H
I
V
検
査、
お
よ

び、
遺
伝
子
診
断
に
つ
い
て
は、
雇
用
と
の
関
連
性
や
検
査
の
信
頼
性へ
の
疑
問、
お
よ
び
偏
見
や
差
別

を
惹
起
さ
せ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て、
原
則
的
に
そ
の
実
施
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す。
H
I
V

検
査
に
つ
い
て
は、
本
人
に
無
断
で
そ
れ
を
受
検
さ
せ
た
こ
と
を
違
法
と
し
た
裁
判
例
(
T
工
業
事
件・

千
葉
地
判
平

二
一・
六・
一

二
労
判
七
八
五
号
一

O
頁
等)

や、
「
職
場
に
お
け
る
エ

イ
ズ
問
題
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
(
平七・
二・
二
O
基
発
第七
五
号、
職
発
第九
七
号)
も
あ
り
ま
す
。

第二
に、
性
格
検
査
そ
の
他
類
似
の
検
査
につ
い
て
は、
人
員
配
置
や
安
全
配
慮
義
務
の
履
行
等
に
と

っ
て
そ
の
実
施
が
必
要
と
さ
れ
る
反
面、
そ
の
目
的
等
が
あい
ま
い
な
形
で
行
わ
れ
る
と
被
験
者
の
権
利

利
益
が
損
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て、
従
業
員
等
に
対
し
あ
ら
か
じ
め
検
査
の
目
的
や
内

容
等
を
説
明
し
た、
?え
で、
そ
の
明
確
な
同
意
を
得
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す。

第
三
に、
ア
ル
コ
ー
ル
検
査
お
よ
び
薬
物
検
査
につ
い
て
は、
原
則
と
し
て、
特
別
な
職
業
上
の
必
要

性
(
つ
ま
り、

他
者
の
安
全
に
直
接
か
か
わ
る
職
務
で
あ
る
等
職
務
の
性
質
に
照
ら
し
て
そ
の
実
施
に
合
理
性
が

あ
る
場
合)
が
あっ
て、
本
人
の
明
確
な
同
意
を
得
て
行
う
場
合
を
除
き、
行つ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す。

行
動
指
針
は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が、
向
指
針
の
示
す
ル
l
ル
に
留
意
し、

慎
重
な
配
慮
を
もっ
て
こ
れ
ら
の
検
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う。

な
お、
健
康
情
報
留
意
事
項
で
も、
H
I
V
感
染
症
や
B
型
肝
炎
等、
職
場
で
の
感
染・
蔓
延
の
可
能

従
業
員
の
悩
人
情
報
保
護
Q
&
A



性
が
低い
感
染
症
の
情
報
や、
色
覚
検
査
等
の
遺
伝
情
報
に
つ
い
て
は、
職
業
上
の
特
別
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
を
除
き、
従
業
員
等
か
ら
取
得
すべ
き
で
は
な
い、
と
さ
れ
て
い
ま
す。

t�，:l�l�l 
で 受 派き け 遣ま 入祉す れ 員か舎の。社個

で 人
派情遣報祉 は
員 漏
か遣ら 会直社
接 かに ら
個 入
入 手情で報 きを な取 い
得 の
す で
る す
' 合B

とは また

慾

人
材
派
遣
会
社
が
派
遣
先
(つ
ま
り、
受
け
入
れ
会
社)
に
対
し
派
遣
労
働
者
の
個
人
デ

ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
は、
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
該
当
し
ま
す。
し
た
がっ
て、
人
材

派
遣
会
社
は
個
人
情
報
保
護
法
上
の
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
関
す
る
ル
l
ル
を
遵
守
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
(
Q
M
を
参
照)。
も
ち
ろ
ん、
人
材
派
遣
会
社
が
そ
れ
を
道
守
し
て
お
れ
ば、
派
遣

先
は
通
常、
労
働
者
派
遣
法
三
五
条の
規
定
に
よ
り
派
遣
先
に
通
知
すべ
き
事
項(
派
遣
労
働
者の
氏
名、

労
働
・

社
会
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
有
無
に
関
す
る
事
項、
性
別、

年
齢
等)

の
ほ
か、

そ
の
指
揮
命
令
の

も
と
で
派
遣
労
働
者
を
労
働
さ
せ
る
た
め
に
必
要
と
な
る、
当
該
派
遣
労
働
者
の
業
務
遂
行
能
力
に
関
す

る
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す。

そ
れ
以
外
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
も、
人
材
派
遣
会
社
が
利
用
等
の
目
的
を
示
し
て
あ
ら
か
じ
め
派
遣

労
働
者
本
人
の
同
意
を
得
た
場
合、
ま
た
は
法
律
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は、
派
遣
先
は
人
材
派
遣
会
社

か
ら
そ
れ
ら
の
提
供
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
し
か
し、
①
人
種、
民
族、
社
会
的
身
分、
門
地、

本
籍、
出
生
地
そ
の
他
社
会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
項、
②
思
想
お
よ
び
信
条、
③
労

働
組
合へ
の加
入
状
況
等
の
情
報
につ
い
て
は、
原
則
と
し
て、
人
材
派
遣
会
社
に
よ
る
収
集
が
禁
止
さ



れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に、
派
遣
先
は
人
材
派
遣
会
社
か
ら
そ
れ
ら
の
個
人
情
報
の
提
供

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
(
労
働
者
派
遣
法二
四
条の一二、
そ
れ
に
関
する
指
針)。

他
方、
派
遣
先
が
派
遣
労
働
者
か
ら
直
接
に
個
人
情
報
を
取
得
す
る
と
き
は、
自
社
従
業
員
か
ら
個
人

情
報
を
取
得
す
る
の
と
同
様
な
そ
の
適
正
な
取
り
扱い
が
求
め
ら
れ
ま
す。
ま
た、
通
常、
派
遣
先
が
派

遣
労
働
者
か
ら
取
得
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は、
派
遣
先
が
そ
の
指
揮
命
令
の
も
と
で
派
遣
労
働
者
を

労
働
さ
せ
る
の
に
必
要
と
な
る
個
人
情
報
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
しょ
う。

な
お、
派
遣
労
働
者
の
受
け
入
れ
に
際
し
て、
派
遣
先
は、
派
遣
労
働
者
の
選
定
を
行
う
こ
と
は
そ
も

そ
も
許
さ
れ
て
お
ら
ず、
そ
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
前
面
接
を
行っ
た
り、
履
歴
書
の
送
付
を
求
め
た

り
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
(
労
働
者
派
遣
法二
六
条七
項)。

内

論

現従業員ではなく、
就職応募者については、

4 E滑
留意したらいいのか教えてください。

特にどのような点に

襲量

就
職
応
募
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
は、
個
人
情
報
保
護
法
の
み
な
ら
ず、

そ
の
特
別
法
に
あ
た
る
職
業
安
定
法
五
条
の
四
お
よ
び
そ
れ
に
関
す
る
指
針
に
も
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は、
す
で
に
Q
9
お
よ
び
Q
m
で
述べ
ま

し
た
の
で、
参
照
し
て
く
だ
さ
い。

従
業
員
の
個
人
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qd情
不
採
用
と
なっ
た
人
の
応
募
書
類(
履歴書 、
職務経歴
書)
は

4
E

E
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か 。

不
採
用
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
は、
個
人
情
報
保
護
法
は
具
体
的
な
義
務

を
課
し
て
は
い
ま
せ
ん
が、
職
業
安
定
法
五
条
の
四
に
関
す
る
指
針
に
従っ
て、
原
則
と
し

て、
法
令
上
保
管
義
務
の
あ
る
情
報
を
除
き、
速
や
か
に
返
却
ま
た
は
破
棄・
削
除
すべ
き

で
し
ょ
う。
た
だ
し、
後
日、
何
ら
か
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は、
不
採
用
決
定
以

後一
0
年
間
程
度
は、
不
採
用
者
の
個
人
情
報
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん。

中
途
採
用
の
募
集
に
お
い
て、
か
つ
て
不
採
用
と
さ
れ
た
者
が
繰
り
返
し
応
募
し
て
く
る
こ
と
が
あ

り、
早い
段
階
で
ふ
る
い
落
と
し
た
い
の
で、
当
該
者
の
個
人
情
報
を
保
有
し
続
け
た
い
と
思
うこ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
し
か
し、
不
採
用
者
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら、
そ
の
よ
う

な
保
有
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

し
た
がっ
て、
不
採
用
と
なっ
た
人
の
応
募
書
類
は、
原
則
と
し
て、
不
採
用
決
定
後
速
や
か
に
返
却

ま
た
は
破
棄
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。



。M
企企
業 業
肉 が
で い
は 2
EZ 
鵠
周 レ
l た
そ 塗

良貴
わ 等

錯
す 人
か

g
'i 

璽亀

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
原
則
と
し
て、
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
(一
六
条一
項)。
し
た
がっ
て、
企
業
は、
あ
ら
か
じ
め
特
定
し
た
利
用
目
的
の
達
成

に
必
要
な
範
囲
内
で
し
か、
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん。
も

し
当
該
利
用
目
的
以
外
の
目
的
で
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
利
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば、
従
業
員
等
本
人

の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(
同
条
同
項)。
し
か
し、
利
用
目
的
の
変
更
が
事
前
に
特
定
し
た

目
的
と
相
当
の
関
連
性
を
有
す
る
と
合
理
的
に
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
あ
る
と
き
は、
変
更
後
の
利
用
目

的
を
従
業
員
等
本
人
に
通
知
ま
た
は
公
表
す
れ
ば、
本
人
の
同
意
ま
で
も
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

(一
五
条二
項、一
八
条三
項)。

こ
の
よ
う
に、
事
前
に
特
定
し
た
利
用
目
的
に
基
づ
き、
金
業
に
よ
る
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
利
用

を
制
限
す
る
こ
と
によ
っ
て、
人
事
労
務
管
理
ま
た
は
福
利
厚
生
と
い
っ
た
本
来
の
利
用
目
的
と
は
異
な

る
従
業
員
等
本
人
の
予
期
し
な
い
目
的
で
個
人
情
報
が
利
用
さ
れ、
従
業
員
等
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
が
未
然
に
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す。

ま
た、
雇
用
管
理
指
針
で
は、
業
務
上
個
人
デ
l
タ
の
取
り
扱い
に
従
事
す
る
者
お
よ
び
そ
の
権
限
を

明
確
に
し
た
う
え
で、
①
業
務
上
の
取
り
扱い
の
権
限
の
あ
る
者
の
み
に
対
し、
業
務
の
遂
行
に
とっ
て

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A
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必
要
な
範
囲
内
の
み
で
個
人
デ
l
タ
を
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と、
②
個
人
デ
l
タ
を
取
り
扱
う
者
が、
業
務

上
知
り
え
た
個
人
デ
l
タ
の
内
容
を
み
だ
り
に
第
三
者
に
知
ら
せ、
ま
た
は
不
当
な
目
的
に
使
用
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と、
と
い
っ
た
ル
ー
ル
も
示
さ
れ
て
い
ま
す。
こ
れ
ら
は、
個
人
情
報
保
護
法二
O
条
お

よ
び一
二
条
の
要
請
す
る
安
全
管
理
措
置
の一
環
と
し
て
講
ず
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
事
項
で
す
が、
そ
れ

ら
に
反
し
て
個
人
情
報
が
利
用
さ
れ
た
場
合、
事
情
に
も
よ
り
ま
す
が、
前
述
の
「
目
的
外
利
用」
に
該

当
し、
本
法
二ハ
条一
項
違
反
が
問
わ
れ
る
余
地
も
あ
り
ま
す。

そ
れ
ら
に
加
え
て、
行
動
指
針
で
は、
コ
ン
ピュ
ー
タ
等
に
よ
る
個
人
情
報
の
自
動
処
理
ま
た
は
ビ
デ

オ
等
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
の
み
に
基
づ
く、
従
業
員へ
の
評
価
ま
た
は
雇
用
上
の
決
定
の
禁

止、
と
い
っ
た
ル
l
ル
も
示
さ
れ
て
い
ま
す。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
人
事
労
務
管
理
の
効
率
化
の
た
め、

高
度
の
情
報
処
理
技
術
の
活
用
が
今
後
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
な
か、
そ
れ
ら
の
み
に
依
拠
し
て
従
業

員
の
評
価
を
行
う
と、
一
面
的
な
も
の
と
な
り
が
ち
で、
従
業
員
に
とっ
て
予
期
せ
ぬ
不
利
益
を
も
た
ら

す
と
の
懸
念
が
あ
り、
そ
れ
を
先
取
り
して
対
応
す
る、
注
目
すべ
き
ル
l
ル
で
す。

ミ15
つ 名い 簿て のは 作
ど成
な祉
惣
幕 開

針
路
拍
手突
か慶

弔
の
お
知
ら
せ
等

従
来
か
ら
企
業
で
は、
従
業
員
等
の
氏
名、
住
所、
所
属
部
署、
電
話
番
号、
趣
味、
出

身
校、
家
族
状
況
等
個
人
情
報
を
使
用
し
て、
社
内
名
簿
を
作
成
し
た
り、
社
内
報
で
新
人

を
紹
介
し
た
り、
あ
る
い
は、
慶
弔
の
お
知
ら
せ
を
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
ま



し
た。
こ
の
よ
う
な
名
簿
作
成、
社
内
報
に
よ
る
新
人
紹
介、
ま
た
は
慶
弔
の
お
知
ら
せ
自
体
が、
個
人

情
報
保
護
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
そ
れ
ら
が
問
題
と
さ
れ
る
の
は、
そ
れ
ら
を

目
的
と
す
る
個
人
情
報
の
利
用
が
本
法
二ハ
条一
項
の
禁
止
す
る
「
目
的
外
利
用」
に
該
当
す
る
か、
ま

た
は、
そ
の
目
的
外
利
用
に
つ
い
て
従
業
員
等
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
て
い
ない
か
の
う
ち、
い
ず

れ
か
の
場
合
で
す。

し
た
がっ
て、
従
来
ど
お
り、
名
簿
作
成、
社
内
報
に
よ
る
新
人
紹
介、
慶
弔
の
お
知
ら
せ
を
行い
た

い
な
ら
ば、
個
人
情
報
の
利
用
目
的
に
そ
れ
ら
の
こ
と
も
加
え
た
う
え
で、
従
業
員
等
か
ら
個
人
情
報
を

取
得
す
る
に
あ
た
り
そ
の
旨
を
あ
ら
か
じ
め
明
示
ま
た
は
通
知
も
し
く
は
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り、
従
業

員
等
の
個
人
情
報
を
適
法
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す。
と
は
い
え、
名
簿
や
社
内
報
等
を
通
じ
て
従

業
員
の
個
人
情
報
が
社
外
に
流
出
す
る
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
と、
緊
急
連
絡
網
な
ど
業
務
の
遂行
に
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
い
ざ
知
ら
ず、
目
的
お
よ
び
効
果
の
ほ
ど
が
不
明
な
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て

は、
見
直
し
を
図
るべ
き
時
機
に
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す。

新
商
品
の
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め、
従
業
員
お
よ
び
そ
の
家
族
の
個
人
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も、
人
事
労
務
管
理
ま
た
は
福
利
厚
生
と
い
っ
た
当
初
の
本
来
の
目
的
と
は
まっ
た
く
異
な
る
目

的
に
よ
る
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
利
用
で
あ
る
こ
と
か
ら、
前
述
の
こ
と
が
よ
り
いっ
そ
う
あ
て
は
ま

り
ま
す。
す
な
わ
ち、
そ
の
よ
う
な
利
用
を
適
法
に
行
う
た
め
に
は、
あ
ら
か
じ
め
「(
新
商
品
の)
販

売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン」
を
利
用
目
的
に
加
え
た
う
え
で、
個
人
情
報
の
取
得
に
際
し
て
そ
の
旨
を
従
業
員
に

明一不
ま
た
は
通
知
も
し
く
は
公
表
す
る
か、
あ
る
い
は、
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
と

き
に、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
か
の
う
ち、
い
ず
れ
か
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

従業
員
の
他
人
情
報
保
設
Q
&
A



な
お、
懲
戒
処
分
の
社
内
通
知・
公
表
に
つ
い
て
は、
個
人
情
報
の
利
用
に
関
す
る
前
述
の
ル
1
ル
を

遵
守
す
る
だ
け
で
は
な
く、
名
誉
段
損
と
の
関
連
で
も
十
分
な
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す。
つ
ま

り、
公
表
の
方
法、
内
容、
経
緯
等
に
よっ
て
は、
名
誉
段
損
と
な
り、
損
害
賠
償
の
責
任
等
が
生
じ
る

か
ら
で
す。
裁
判
例
に
よ
る
と、
名
誉
段
損
と
し
て
法
的
責
任
を
問
わ
れ
な
い
の
は、
「
公
表
行
為
が、

そ
の
具
体
的
状
況
の
も
と、
社
会
的
に
み
て
相
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合、
す
な
わ
ち、
公
表
す
る
側
に
と

っ
て
必
要
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り、
必
要
最
小
限
の
表
現
を
用い、
かつ
被
解
雇
者
の
名
誉、
信
用

を
可
能
な
限
り
尊
重
し
た
公
表
方
法
を
用い
て
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
公
表
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る」
と

さ
れ
て
い
ま
す
(
泉
屋
東
京
庖
事
件・
東
京
地
判
昭五
二・一
二・一
九
労
判三
O
四
号七一
頁
参
照)。

2 16 
教 い 関
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個
人
情
報
保
護
法
で
は、
原
則
と
し
て、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く、
個

人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
(一一一一一
条一
項)。
と
い
う
の

も、
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に、
個
人
情
報
が
無
制
限
に
第
三
者へ
提
供
さ
れ
る
と、
そ
の

後、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ、
ど
こ
に
移
転
さ
れ
る
か
が
把
握
で
き
ず、
本
人
に
とっ
て
不
測
の
権
利
利

益へ
の
侵
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
す。

も
ち
ろ
ん、
同一
企
業
内
に
お
い
て、
あ
る
部
門
か
ら
他
部
門
に
従
業
員
等
の
個
人
デ
l
タ
を
提
供
す

る
場
合
は、
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
あ
た
り
ま
せ
ん
の
で、
そ
の
限
り
で
本
人
か
ら
同
意
を
得
る
必
要



は
あ
り
ま
せ
ん。
た
だ
し、
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
場
合
は
あ
り
ま
す。

他
方、
出
向
も
し
く
は
転
籍
を
行
う
に
際
し
て、
出
向
先
も
し
く
は
転
籍
先
企
業
に
対
し
対
象
従
業
員

の
個
人
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合、
退
職
者
の
転
職
先
も
し
く
は
転
職
予
定
先
に
対
し
当
該
退
職
者
の
個

人
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合、
ま
た
は、
労
働
組
合
に
対
し
従
業
員
の
個
人
デ
l
タ
を
提
供
す
る
場
合

は、
基
本
的
に
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
該
当
し
、
あ
ら
か
じ
め
従
業
員
本
人
か
ら
同
意
を
得
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す。

し
た
がっ
て、
質
問
の
よ
う
に、
関
連
会
社
ま
た
は
取
引
先
の
求
め
に
応
じ
て
従
業
員
の
個
人
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
は
「
第
三
者へ
の
提
供
」

に
あ
た
り、
従
業
員
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば、

提
供
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん。

と
は
い
え、
個
人
情
報
保
護
法
で
は、
個
人
情
報
の
有
用
性
に
も
配
慮
す
る
と
い
う
観
点
か
ら、
本
人

の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
第
三
者
に
個
人
デ
l
タ
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理
性
が
あ
る
場
合
や、
第

三
者へ
の
提
供
を
行
うつ
ど、
本
人
に
事
前
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
と
し

て、
以
下
の
三
つ
の
例
外
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
ず
第一
の
例
外
と
し
て、
①
法
令
に
基づ
く
場
合、
②
人
の
生
命、
身
体
ま
た
は
財
産
の
保
護
に
必

要
で、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
と
き、
③
公
衆
衛
生
ま
た
は
児
童
の
健
全
育
成
に
特
に
必
要

で、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
な
と
き、
④
国
等
に
よ
る
法
令
の
定
め
る
事
務
の
遂
行
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
り、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

は、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く、
所
定
の
第
三
者
に
対
し
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が

許
さ
れ
て
い
ま
す
(一一一一一
条一
項一
i
四
号)0

従
業
員
の
伺
人
情
報
保
護
Q
&
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第二
の
例
外
は、
い
わ
ゆ
る
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
に
よ
る
個
人
デ
l
タ
の
第
三
者へ
の
提
供
で
す
(一
二二
条

二
項)。
こ
れ
は、
第
三
者へ
の
提
供
を
利
用
目
的
と
す
る
こ
と
を
は
じ
め、
提
供
さ
れ
る
個
人
デ
l
タ

の
項目
や
そ
の
提
供
手
段
な
い
し
方
法
に
つ
い
て、
あ
ら
か
じ
め
本
人
に
通
知
し、
ま
た
は
本
人
が
容
易

に
知
り
う
る
状
態
に
置い
て
お
く
と
と
も
に、
本
人
の
求
めに
応
じ
て
第
三
者へ
の
提
供
を
停
止
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
個
人
デ
l
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
認
め
る

も
の
で
す。

第
三
の
例
外
は、
個
人
情
報
の
提
供
元
と
提
供
先
と
を一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
れ
る
こ
と
が
適
当
か

っ
合
理
的
な
場
合
が
あ
り、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
提
供
先
を
「
第
三
者」
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し、
本

人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
な
く
と
も、
そ
れへ
の
個
人
デ
l
タ
の
移
転
を
認
め
る
も
の
で
す
(二
三
条
四

項)。
第
三
者
に
該
当
し
な
い
と
さ
れ
る
の
は、
①
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
で
の
委
託
先へ
の

提
供
(
同
項一
号)、
②
合
併
等
に
よ
る
事
業
の
承
継
に
伴
う
提
供
(
同
項二
号)、
③
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

共
同
利
用
(
同
項三
号)、
と
い
っ
た
場
合
で
す。

従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
に
際
し
て
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て、
こ
れ
ら

の
例
外
の
活
用
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
で
しょ
う。

な
お、
雇
用
管
理
指
針
で
は、
提
供
先
で
の
情
報
漏
え
い・
流
出
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め、

提
供
先
の
講
ずべ
き
措
置、
つ
ま
り、
個
人
デ
1
タ
の漏
え
い・
盗
用
の
禁
止、
再
提
供
に
際
し
て
の
提

供
元
の
了
解
の
取
得、
保
管
期
間
や
保
管
方
法
の
明
記、
利
用
目
的
達
成
後
の
速
や
か
な
返
却・
破
棄、

複
写・
複
製
の
禁
止
を、
あ
ら
か
じ
め
契
約
等
で
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。



'
議
出向や転籍の場合には、
当該従業員の個人情報はある程度出向
先や

園44寝
転籍
先に提供する必要があると思いますが::: 。

4
L
また、
親会社と関連会社とで出向者の個人情報を共同利用したほうが

ぎ

効率的だと思いますが、
可能ですか。

グ
ル
ー
プ・
関
連
企
業
聞
の
人
事
交
流
に
お
い
て、
対
象
従
業
員
等
の
個
人
情
報
を
や
り

と
り
す
る
こ
と
は、
た
と
え
企
業
グ
ル
ー
プ
内
で
あ
る
と
し
て
も、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
法
人

格
を
有
す
る
た
め、
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
該
当
し
ま
す。
し
た
がっ
て、
個
人
情
報
の

提
供
に
際
し
て
そ
の
つ
ど、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

し
か
し、
企
業
に
とっ
て
は、
こ
の
よ
う
な
手
続
き
を
い
ちい
ち
踏
む
こ
と
は
煩
雑
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん。
そ
れ
を
取
り
除
く
方
法
と
し
て、
Q
M
で
紹
介
し
ま
し
た
第
三
の
例
外、
つ
ま
り

「
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
共
同
利
用」
を
活
用
す
る
こ
と
の
検
討
を
お
勧
め
し
ま
す。
特
に、
人
事
交
流
の
範

囲
が
明
確
で、
情
報
提
供
先
が
あ
ら
か
じ
め
確
定
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は、
こ
の
例
外
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り、
グ
ル
ー
プ・
関
連
企
業
間
に
お
い
て
従
業
員
等
の
個
人
情
報
の
交
換・
利
用
を
よ
り
ス
ム

ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
で
しょ
う。

た
だ
し、
こ
の
例
外
を
用い
る
の
に
は、
共
同
利
用
の
対
象
と
な
る
個
人
デ
l
タ
の
項
目、
共
同
利
用

す
る
者の
範
囲
と
利
用
目
的、
管
理
責
任
者
の
名
称
等
を、
あ
ら
か
じ
め
本
人
に
通
知
し、
ま
た
は
本
人

が
容
易に
知
り
う
る
状
態
に
置
く
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A



}
も

企業には多くの従業員がおり、
その個人情報の目的外利用 、

または

，伽抱
第三者への提供等を行うのに、一
人ひとりに同意・
確寵することは

aE
金

大変です。
組合や従業員代表等と話し
合って決めるというような

園
出
方法はないのですか。

よふ恥

個
人
情
報
保
護
法一
六
条
お
よ
び
二
三
条一
項
に
お
い
て、
個
人
情
報
の
目
的
外
利
用、

ま
た
は
第
三
者へ
の
提
供
を
行
う
の
に
は、
あ
ら
か
じ
め
本
人
か
ら
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い、
と
さ
れ
てい
ま
す。
こ
の
こ
と
を
受
け
て、
雇
用
管
理
指
針
で
は、
従
業
員
の
個

人
情
報
に
は、
病
歴、
収
入、
家
族
関
係
の
よ
う
な
機
微
に
ふ
れ
る
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら、

目
的
外
利
用
ま
た
は
第
三
者へ
の
提
供
を
行
お
う
と
す
る
企
業
は、
従
業
員
本
人
に
対
し
当
該
個
人
情
報

の
利
用
目
的
を
通
知
ま
た
は
公
表
し
た
う
え
で、
当
該
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
本
人
か
ら
口
頭

ま
た
は
書
面
等
に
よ
る
承
諾
を
得
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

賃
金
や
労
働
時
間
と
い
っ
た
すべ
て
の
従
業
員
共
通
の
労
働
条
件
で
あ
る
な
ら
ば、
労
働
組
合
そ
の
他

の
従
業
員
代
表
と
の
交
渉・
協
議
を
通
じ
て、
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
で
そ
れ
ら
を
決
定
す
る
こ
と

は
可
能
で
は
あ
る
で
しょ
う。
し
か
し、
プ
ラ
イバ
シ
ー
の
保
護
を
含
め
個
人
情
報
に
か
か
わ
る
権
利
利

益
は、
個
々
の
従
業
員
固
有
の
も
の
で
あ
り、
そ
れ
ら
を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
個
人
情
報
の
取
り
扱

い、
つ
ま
り
目
的
外
利
用
お
よ
び
第
三
者へ
の
提
供
は、
た
と
え
労
働
協
約
ま
た
は
就
業
規
則
上
の
規
定

を
根
拠
に
し
た
と
し
て
も、
本
人
の
意
向
を
無
視
し
て
ま
で
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
あ
く

ま
で
も、
お
の
お
の
の
従
業
員
本
人
の
個
別
具
体
的
な
同
意
が
あっ
て
は
じ
め
て
許
さ
れ
る
も
の
で
す。



G
F悦業員等の個人情報を保持・保管するにあたっては 、

4 .川
どのようなことに
留意しなければいけませんか 。

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
で、
個
人
デ
l
タ
を
正
確

か
つ
最
新
の
内
容
に
保つ
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
(一
九
条)0

こ
の
規
定
は、
た
と
え
ば
企
業
に
お
い
て
従
業
員
の
個
人
情
報
が
正
確
性
ま
た
は
最
新
性
を

欠
く
状
態
で
保
持
さ
れ
て
い
る
と、
雇一
用
上
の
決
定
が
従
業
員
の
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
を
公
正
に
反
映
し

な
い
形
で
行
わ
れ
る
な
ど
と
い
っ
た、
従
業
員
に
とっ
て
予
期
せ
ぬ
不
利
益
が
生
じ
る
の
を
未
然
に
防
止

す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
す。

企
業
は、
正
確
性
お
よ
び
最
新
性
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
と
し
て、
デ
ー
タベ
ー
ス
へ
の

入
力
時
の
照
会・
確
認
の
手
続
き
の
整
備、
誤
り
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
の
訂
正
等
の
手
続
き
の
整
備、

記
録
事
項
の
更
新、
保
存
期
間
の
設
定
等
を
行
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

ま
た、
行
動
指
針
で
は、
①
収
集
目
的
の
範
囲
内
に
お
け
る、
従
業
員
等
に
とっ
て
わ
か
り
や
す
く
か

っ
差
別
を
も
た
ら
す
こ
と
が
ない
方
法
に
よ
る
保
管、
②
収
集
目
的
に
照
ら
し
保
管
の
不
要
と
なっ
た
個

人
情
報
の
破
棄・
削
除、
③
健
康
情
報
の
別
途
保
管、
と
い
っ
た
ル
i
ル
も
示
さ
れ
て
い
ま
す。

①
の
ル
l
ル
は、
人
材
派
遣
会
社
名
簿
流
失
事
件
に
お
け
る
女
性
派
遣
労
働
者へ
の
三
段
階
(
A・

B-
C)
の
ラ
ン
ク
付
け
で
問
題
と
なっ
た
よ
う
な、
容
姿
に
基
づ
く
区
別、
つ
ま
り
差
別
の
カ
今
ラ

ー
ジュ
の
た
め
の
暗
号
化、
ま
た
は、
誤っ
た
印
象
な
い
し
誤
解
を
第
三
者
に
与
え
る
コ
ー
ド
化
を
禁
ず

る
も
の
で
す。
ま
た、
②
の
ル
i
ル
は、
使
用
者
の
管
理
責
任
に
伴
う
リ
ス
ク
の
低
減
の
観
点
か
ら、
不

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A



用
と
なっ
た
個
人
情
報、
た
と
え
ば、
不
採
用
者
や
退
職
者
の
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
原
則
を
示
し
て

い
ま
す。
③の
ル
l
ル
は、
個
人
情
報
の
う
ち
で
特
に
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
で
あ
る
健
康
情
報
に
つ
い

て、
よ
りいっ
そ
う
の
保
護
を
図
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
す。

他
方、
個
人
情
報
保
護
法
は、
保
有
し
て
い
る
個
人
デ
ー
タ
の漏
え
い、
滅
失
ま
た
は
き
損
を
防
止
す

る
た
め、
安
全
管
理
措
置
(二
O
条)、
従
業
者
の
監
督
(一
二
条)、
委
託
先
の
監
督(二
二
条)
を
定

め、
よ
り
厳
格
な
情
報
管
理
の
措
置
を
求
め
て
い
ま
す。

経
済
産
業
省
ガ
イ
ド
ラ
イン
に
よ
る
と、
本
法
の
求
め
る
必
要
か
つ
適
切
な
安
全
管
理
措
置
の
内
容

は、
「
組
織
的、
人
的、
物
理
的
お
よ
び
技
術
的
な
安
全
管
理
措
置」
で
す。
単
に、
「
技
術
的
安
全
管
理

措
置」
(
個
人
デ
l
タ
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
扱
う
情
報シ
ス
テ
ムへ
の
ア
ク
セス
制
御、
不正
ソ
フ
ト
ウエ
ア
対

策、
情
報シ
ス
テム
の
監
視
等)
や、
「
物
理
的
安
全
管
理
措
置」
(
入
退
館・
室の
管
理、
個
人
デ
l
タ
の
盗

難
防
止
措
置
等)
を
実
施
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
そ
れ
ら
ば
か
り
か、
「
組
織
的
安

全
管
理
措
置」
と
し
て、
安
全
管
理
に
つ
い
て
役
員
や
従
業
員
等
の
責
任
と
権
限
を
明
確
に
定
め、
安
全

管
理
に
関
す
る
規程
や
手
順
書
を
整
備
運
用
し、
そ
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に、
「
人
的
安
全

管
理
措
置」
と
し
て、
業
務
上
秘
密
と
指
定
さ
れ
た
個
人
デ
l
タ
の
非
開
示
契
約
を
従
業
員
等
と
締
結
す

る
こ
と
や
定
期
的
な
教
育・
研
修
等
を
行
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。
さ
ら
に、
従
業
員
等
が
こ
の

よ
う
な
安
全
管
理
措
置
を
道
守
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
監
督
す
る
義
務
も
あ
り
ま
す
(一
二
条)0

雇
用
管
理
指
針
で
は、
従
業
員
等
に
よ
る
個
人
デ
l
タ
の
取
り
扱い
に
関
す
る
前
述
の
ル
l
ル
に
加

え、
と
り
わ
け
個
人
デ
l
タ
の
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
観
点
か
ら、
必
要
な
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
し
て

い
る
者
を
各
事
業
所ご
と
に
個
人
デ
ー
タ
管
理
責
任
者
と
し
て
選
任
す
る
と
と
も
に、
個
人
デ
ー
タ
管
理



責
任
者
お
よ
び
個
人
デ
l
タ
を
取
り
扱
う
者
に
対
し、
必
要
な
教
育・
研
修
を
行
う
こ
と
で
適
切
な
取
り

扱い
を
確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。
企
業
は
、
個
人
情
報
の
内
容
や
利
用
方
法
等
に
照
ら
し

て、
実
情
に
応
じ
た
各
種
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す。

n
u

従業員等の個人情報はいつまで保管しなければならないのですか 。

、，蹴
退職者の個人情報はいつまでも保管しておく必要はないと思います

』
叫
が::: 。

雪震

個
人
情
報
保
護
法
で
は、
不
用
と
なっ
た
個
人
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
具
体
的
な
義

務
を
課
し
て
は
い
ま
せ
ん。
し
か
し、
事
業
者
の
管
理
責
任
に
伴
う
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る

観
点
か
ら
も、
行
動
指
針
の
示
す
よ
う
に、
原
則
と
し
て、
不
用
と
なっ
た
個
人
情
報
は、

法
令
上
保
管
義
務
の
あ
る
情
報
を
除
き、
速
や
か
に
返
却
ま
た
は
破
棄・
削
除
すべ
き
で
しょ
う。

と
は
い
う
も
の
の、
不
採
用
者
の
場
合
と
は
異
なっ
て、
退
職
し
た
か
ら
た
だ
ち
に、
企
業
に
とっ
て

退
職
者
の
個
人
情
報
が
すべ
て
不
用
と
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
企
業
の
実
務
担
当
者
に
よ
る
と、

た
と
え
ば、
企
業
年
金
の
支
給、
O
B・
O
G
会
の
運
営、
本
木
お
よ
び
家
族へ
の
在
籍
情
報
の
提
供、

退
職
後
に
発
覚
し
た
退
職
者
の
不
正
行
為へ
の
対
応
等
の
た
め、
一
定
期
間
ま
た
は
半
永
久
的
に、
退
職

者
の
個
人
情
報
を
保
有
せ
ざ
る
を
え
な
い
そ
う
で
す。
た
と
え、
そ
の
保
有
にコ
ス
ト
が
か
か
り、
事
故

の
リ
ス
ク
が
増
え
る
と
し
て
も、
前
掲
の
諸
理
由
の
た
め、
多
数
の
企
業
で
そ
う
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
が

実
情
の
よ
う
で
す。

従
業
員
の
偶
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三 幻
何社か員注 の
意給し 与な 計け 算れ 、
ぱ社い 会け 保な 酸い 聞
と震は税あ 理り 士ま にす 任か せ。 て

ますが

望書

給
与
計
算
や
情
報
処
理
業
務
等
の
外
部
委
託
の
た
め、
従
業
員
等
の
個
人
デ
ー
タ
を
委
託

先
に
移
転
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。
こ
れ
は、
個
人
情
報
保
護
法
二
三
条一
項
の
定
め
る

「
第
三
者へ
の
提
供」
に
該
当
し
な
い
の
で、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
を
得
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん。
し
か
し、
委
託
先
での
情
報
の
漏
えい
や
流
失
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め、
委
託
先
に

対
し
必
要
かつ
適
切
な
監
督
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
(一一一一
条)。

雇
用
管
理
指
針
に
よ
れ
ば、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
措
置
と
し
て、
個
人
デ
l
タ
の
漏
え
い・
盗
用
の

禁
止、
再
委
託
お
よ
び
再々
委
託
を
行
う
際
に
し
て
の
委
託
元へ
の
文
書
に
よ
る
報
告、
委
託
契
約
期
間

等
の
明
記、
委
託
契
約
終
了
後
の
個
人
デ
1
タ
の
返
却・
破
棄、
複
写
・
複
製
の
禁
止
等
を、
委
託
先
と

の
契
約
の
内
容
に
盛
り
込
む
と
と
も
に、
そ
れ
ら
が
道
守
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す。
ま
た、
委
託
先
の
選
定
に
あ
たっ
て
は、
そ
の
選
定
基
準
を
設
け
て、
個
人
情
報
保
護
や
情

報
セ
キュ
リ
テ
ィ
に
努
め
て
い
る
適
切
な
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
も
重
要
で
す。



nJ
働

職場の安全衛生のために従業員等に健康惨
害受けさせて 、

‘，匝
多数の健康情報を保有しています。
健康に関する情報の

a
j
取り扱いで特に留意すべきことについて教えてください。

意E

従
業
員
の
安
全
や
健
康
の
確
保
の
た
め、
企
業
は
従
業
員
の
健
康
状
態
を
十
分
に
把
握
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
他
方、
健
康
に
か
か
わ
る
情
報
(
以
下、
健
康
情
報と
い

う)
は
個
人
情
報
の
中
で
も
と
り
わ
け
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
で、
厳
格
に
保
護
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で、
企
業
は
そ
の
適
正
な
取
り
扱い
を
よ
りい
っ
そ
う
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

@
健
康
情
報
の
取
得

こ
の
こ
と
か
ら、
健
康
情
報
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
は、
そ
の
特
殊
性
を
考
慮
し
て、
厚
生
労
働
省
か

ら、「
雇
用
管
理
に
関
す
る
個
人
情
報
の
う
ち
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項」
(
以

下、
「
健
康
情
報
留
意
事
項」
と
い
う)
が一不
さ
れ
て
い
ま
す。
企
業
は、
個
人
情
報
保
護
法
お
よ
び
雇
用

管
理
指
針
の
ほ
か
に、
こ
の
健
康
情
報
留
意
事
項
を
ふ
ま
え
て、
従
業
員
の
健
康
情
報
を
取
り
扱っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

法
定
の
健
康
診
断
に
つ
い
て
は、
そ
の
結
果
に
基づ
き
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り、
従
業
員

が
健
康
を
維
持
し
な
が
ら
就
業
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
に
対
し、
法
定
外
の
健
康
診

断
や
そ
の
他
の
健
康
情
報
の
収集
に
つ
い
て
は、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は
異
な
る
の
で、
そ
れ
ぞ
れ
を
行
う

に
あ
たっ
て、
そ
れ
を
通
じ
て
取
得
す
る
健
康
情
報
の
利
用
目
的
を
具
体
的
か
つ
個
別
的
に
特
定
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん。

従
業
員
の
個
人
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報
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&
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実
際
に、
健
康
診
断
や
そ
の
他
の
方
法
を
通
じ
て
従
業
員
か
ら
直
義
に
健
康
情
報
を
収
集
し
よ
う
と
す

る
に
際
し
て
は、
企
業
は
通
常、
そ
の
利
用
目
的
を
示
し
た
う
え
で、
従
業
員
本
人
の
同
意
を
得
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん。
た
だ
し、
法
定
の
健
康
診
断
の
よ
う
な
法
令
に
基
づ
く
場
合
や、
人
の
生
命、
身
体
ま

た
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
り、
か
つ
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
等、
特

別
な
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

他
方、
提
出
さ
れ
た
診
断
書
の
内
容
以
外
に
従
業
員
の
健
康
情
報
を
医
療
機
関
か
ら
取
得
す
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
関
し
て
は、
健
康
情
報
留
意
事
項
に
よ
れ
ば、
企
業
は
あ
ら
か
じ
め、
そ
の
取
得
目
的
を
従

業
員
に
明
ら
か
に
し
て
承
諾
を
得
る
と
と
も
に、
必
要
に
応
じ
て、
従
業
員
本
人
を
介
し
て
取
得
す
る
の

が
望
ま
し
い、
と
さ
れ
てい
ま
す。
本
来、
医
療
機
関
か
ら
す
れ
ば、
企
業
か
らの
求
め
に
応
じ
て
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
は、
個
人
情
報
保
護
法
三ニ
条
の
「
第
三
者へ
の
提
供」
に
該
当
し
た
り、
ま
た
は
同

一
六
条
の
「
利
用
目
的
に
よ
る
制
限」
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
り、
本
人
か
ら
事
前
の
同
意
が
な
け
れ

ば、
許
さ
れ
ま
せ
ん。
と
は
い
え、
本
法
上、
当
該
同
意
は、
医
療
機
聞
か
ら
情
報
の
提
供
を
受
け
る
企

業
側
が
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。
し
か
し、
健
康
情
報
が
特
に
慎重
な
取
り
扱い

を
要
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
で
あ
る
こ
と
か
ら、
健
康
情
報
留
意
事
項
に
お
い
て
は、
企
業
自
ら

も、
あ
ら
か
じ
め
従
業
員
本
人
か
ら
承
諾
を
得
る
と
と
も
に、
医
療
機
関
か
ら
直
接
に
情
報
を
取
得
す
る

の
で
は
な
く、
本
人
を
通
じて
取
得
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

同
様
に、
健
康
保
険
組
合
等
に
対
し
て
従
業
員
の
健
康
情
報
の
提
供
を
求
め
る
場
合
につ
い
て
も、
健

康
情
報
留
意
事
項
に
よ
る
と、
企
業
と
健
康
保
険
組
合
と
は
異
な
る
法
的
主
体
で
あ
る
こ
と
か
ら、
企
業

は
あ
ら
か
じ
め、
そ
の
取
得
目
的
を
従
業
員
に
明
ら
か
に
し
て
承
諾
を
得
る
と
と
も
に、
必
要
に
応
じ



て、
従
業
員
本
人
を
介
し
て
取
得
す
る
の
が
望
ま
し
い、
と
さ
れ
てい
ま
す。
た
だ
し、
健
康
保
険
組
合

等
と
共
同
で
健
康
診
断
を
実
施
す
る
場
合
等
に
お
い
て、
個
人
情
報
保
護
法二
三
条
四
項
三
号
の
要
件
を

満
た
す
と
き
は、
企
業
は
第
三
者
で
は
な
く「
共
同
利
用
者」
で
す
か
ら、
従
業
員
本
人
か
ら
同
意
を
得

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん。

以
上、
健
康
情
報
の
取
得
につ
い
て、
企
業
が
遵
守
ない
し
配
慮
すべ
き
そ
の
方
法
ま
た
は
手
続
き
を

述べ
て
き
ま
し
た。
そ
の
ほ
か、
健
康
情
報
留
意
事
項
は、
健
康
情
報
の
う
ち
社
会
的
偏
見
や
差
別
を
生

じ
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
に
つ
い
て、
そ
の
取
得
を
禁
止
し
て
い
ま
す。
つ
ま
り、
H
I
V
感
染
症

や
B
型
肝
炎
等、
通
常
の
業
務
に
お
い
て
感
染
し
た
り、
蔓
延
し
た
り
す
る
可
能
性
の
低い
感
染
症
に
関

す
る
情
報
や、
色
覚
検
査
の
結
果
等
遺
伝
情
報
に
つ
い
て
は、
職
業
上
の
特
別
な
必
要
性
が
あ
る
場
合
を

除
き、
企
業
は、
従
業
員
等
か
ら一
律
に
取
得
すべ
き
で
な
い、
と
さ
れ
てい
ま
すc

@
健
康
情
報
の
利
用

従
業
員
の
健
康
情
報
の
利
用
に
つ
い
て
は
他
の
個
人
情
報
と
同
じ
く、
個
人
情
報
保
護
法
二ハ
条
に
基

づ
き、
企
業
は
原
則
と
し
て、
あ
ら
か
じ
め
特
定
し
従
業
員
に
示
し
た
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
を
受
け、

そ
の
利
用
目
的
の
範
囲
を
超
え
て
利
用
し
て
は
な
り
ま
せ
ん。
そ
れ
に
加
え、
健
康
情
報
の
適
正
な
取
り

扱い
お
よ
び
秘
密
保
持
を
徹
底
す
る
た
め、
健
康
情
報
留
意
事
項
に
お
い
て、
以
下
の
こ
と
も
求
め
ら
れ

て
い
ま
す。

ま
ず、
健
康
診
断
の
結
果
の
う
ち
病
名、
検
査
値
等い
わ
ゆ
る
生
デ
l
タ
の
取
り
扱い
に
つ
い
て
は、

そ
の
利
用
に
あ
たっ
て
医
学
的
知
識
に
基づ
く
加
工
ま
た
は
判
断
等
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で、

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
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産
業
保
健
業
務
従
事
者
(
産
業
医
や
保
健
師
等)
に
行
わ
せ
る
こ
と。

次
に、
産
業
保
健
業
務
従
事
者
以
外
の
者、
た
と
え
ば
直
属
の
上
司
や
人
事
労
務
担
当
者
に
健
康
情
報

を
取
り
扱
わ
せ
る
時
は、
こ
れ
ら
の
者
の
取
り
扱
う
健
康
情
報
が、
就
業
上
の
配
慮
や
措
置、
あ
る
い
は

適
正
配
置
等
と
い
っ
た
利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
よ
う、
必
要
に
応
じ
て
産
業
医

等
が
健
康
情
報
を
適
切
に
加
工
し
た
う
え
で
提
供
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と、
で
す。

こ
の
よ
う
に、
従
業
員
の
健
康
情
報
を
厳
格
に
保
護
す
る
た
め、
企
業
は、
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
者

を
で
き
る
だ
け
限
定
す
る
と
と
も
に、
こ
れ
ら
の
者
の
職
務
お
よ
び
そ
の
遂
行
に
応
じ
た
必
要
最
小
限
の

健
康
情
報
の
み
し
か
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
に
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

@
健
康
情
報
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
規
程
の
作
成

従
業
員
の
健
康
情
報
の
取
り
扱い
は、
産
業
医
や
保
健
師
等
の
産
業
保
健
業
務
従
事
者
の
も
と
で
二冗

的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い、
と
さ
れ
て
い
ま
す。
し
か
し
実
際
に
は、
健
康
診
断
等
が
企
業
外
の

医
療
機
関
に
委
託
さ
れ、
そ
れ
に
伴っ
て
従
業
員
の
健
康
情
報
の
全
部
ま
た
は一
部
が
当
該
医
療
機
関
と

頻
繁
に
や
り
と
り
さ
れ
た
り、
ま
た、
企
業
内
に
お
い
て
産
業
保
健
業
務
従
事
者
以
外
の
者、
た
と
え
ば

人
事
労
務
担
当
者
や
直
属
の
上
司
に
よっ
て、
従
業
員
の
健
康
情
報
が
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が一
般
的
に

よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
か
ん
が
み
て、
健
康
情
報
留
意
事
項
は、
企
業
に
対
し、

健
康
情
報
の
適
正
な
取
り
扱い
に
関
す
る
規
程
を
作
成
し、
従
業
員
に
当
該
規
程
を
十
分
周
知
す
る
と
と

も
に、
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と
と
な
る
関
係
者
に
当
該
規
程
に
従っ
て
健
康
情
報
を
取
り
扱
わ
せ
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す。



具
体
的
に、
い
か
な
る
内
容
の
規
程
を
作
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
と
い
え
ば、
次
の
よ
う

な
事
項
に
関
す
る
も
の
で
す。

①
健
康
情
報
の
利
用
目
的
に
関
す
る
こ
と、

②
健
康
情
報
に
か
か
る
安
全
管
理
体
制
に
関
す
る
こ
と、

③
健
康
情
報
を
取
り
扱
う
者
お
よ
び
そ
の
権
限、
取
り
扱
う
健
康
情
報
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と、

④
健
康
情
報
の
開
示、
訂
正、
追
加
ま
た
は
削
除
の
方
法
に
関
す
る
こ
と、

⑤
健
康
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
苦
情
の
処
理
に
関
す
る
こ
と、
で
す。

こ
の
規
程
の
作
成
に
際
し
て
は、
企
業
は
衛
生
委
員
会
等
で
審
議
を
行っ
た
う
え
で、
労
働
組
合
等
に

通
知
し、
必
要
に
応
じ
て
協
議
を
行
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
てい
ま
す。

な
お、
従
業
員
の
健
康
情
報
は、
医
療
機
関
に
お
い
て
「
医
療・
介
護
関
係
事
業
者
に
お
け
る
個
人
情

報
の
適
切
な
取
扱い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
に
基づ
き
取
り
扱
わ
れ、
ま
た、
健
康
保
険
組
合
に
お

い
て
「
健
康
保
険
組
合
等
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン」
に
基
づ
き

取
り
扱
わ
れ
ま
す
の
で、
企
業
は、
特
に
安
全
管
理
措
置
等
に
つ
い
て、
双
方
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A
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個
人
情
報
保
護
法
で
は、
本
人
か
ら
求
め
が
あ
れ
ば、
二疋
の
場
合
を
除
き、
そ
れ
に
応

じ
て
保
有
個
人
デ
ー
タ
を
開
示
す
る
こ
と
が
義
務づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
(二
五条一
項)。

こ
れ
は、
個
人
情
報
の
取
り
扱い
の
透
明
性
を
図
る
も
の
で
す。
本
人
に
よ
る
個
人
情
報
の

開
示
の
求
め
は、
訂
正、
利
用
停
止
等
の
求
め
の
前
提
と
な
る
手
続
き
で、
本
人
の
関
与
に
よ
る
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱い
の
確
保
に
とっ
て
最
も
重
要
な
仕
組
み
の一
つ
で
す。

原
則
と
し
て、
本
人
か
ら
保
有
個
人
デ
l
タ
の
開
示
の
求
め
が
あ
れ
ば、
遅
滞
な
く
そ
れ
に
応
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が、
開
示
す
る
こ
と
が
か
えっ
て
適
当
で
な
い
と
考
え
ら
れ
る一
定
の
場
合
に
は、
そ

の
全
部
ま
た
は一
部
を
開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
なっ
て
い
ま
す。
い
か
な
る
場
合、
開
示
し

な
く
て
よ
い
か
に
つ
い
て
は、
以
下
の
と
お
り
で
す。

①
本
人
ま
た
は
第
三
者
の
生
命、
身
体、
財
産
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、

②
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
業
務
の
適
正
な
実
施
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、

③
他
の
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
る
場
合、
で
す。

不
開
示
事
由
①
は、
本
人
ま
た
は
第
三
者
の
権
利
利
益
の
保
護
と
の
調
整
に
関
す
る
規
定
で
す。
具
体

的
に、
こ
の
不
開
示
事
由
に
該
当
す
る
の
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
る
か
に
つ
い
て
み
て
み
ま
す。



た
と
え
ば、
開
示
に
よ
り
本
人
の
権
利
利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
例
と
し
て、
疾
病
の
事
実

や
治
癒
の
見
込
み
な
ど
の
情
報
で
あっ
て、
そ
の
開
示
に
よ
り
本
人
が
重
大
な
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た

り、
病
状
が
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ
ま
す。
ま
た、
開
示
に
よ
り
第
三
者
の
権
利

利
益
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
例
と
し
て
は、
本
人
の
保
有
個
人
デ
!
タ
の
中
に、
第
三
者
に
よ
る

本
人へ
の
評
価
等
が
含
ま
れ
て
お
り、
そ
れ
が
本
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り、
第
三
者
が
危
害
や
重
大

な
精
神
的
苦
痛
を
受
け
た
り、
正
当
な
利
益
を
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
が
考え
ら
れ
ま
す。

不
開
示
事
由
②
は、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
の
権
利
利
益
の
保
護
と
の
調
整
に
関
す
る
規
定
で
す。こ

の
不
開
示
事
由
に
該
当
す
る
事
例
と
し
て
は、
保
有
個
人
デ
l
タ
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り、
個
人
情
報

取
扱
事
業
者
の
重
要
な
企
業
秘
密
が
明
ら
か
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、
評
価
や
試
験
等
の
適
正
な
実

施
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合、
両
当
事
者
間
に
お
け
る
公
正
な
交
渉・
取
引
に
重
大
な
支
障
を

生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
が
考
え
ら
れ
ま
す。

不
開
示
事
由
③
は、
個
人
情
報
の
開
示
を
制
限
す
る
他
の
法
令
と
の
調
整
に
関
す
る
規
定
で
す。
た
と

え
ば、
開
示
を
求
め
た
本
人
に
関
す
る
保
有
個
人
デ
l
タ
と
刑
法
二ご
四
条
の
秘
密
漏
示
罪
に
お
け
る
他

人
の
秘
密
が
混
在
し一
体
と
なっ
て
い
る
よ
う
な
場
合
等
が
考
え
ら
れ
ま
す。

こ
れ
ら
の
う
ち、
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合、
開
示
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
そ

し
て
実
際
に、
不
開
示
と
決
定
し
た
と
き
は、
本
人
に
対
し
そ
の
旨
を
遅
滞
な
く
通
知
す
る
(二
五
条二

項)
と
と
も
に、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す。

従
業
員
の
個
人
情
報
保
護
Q
&
A



絞M
人事考課はもともと会祉の専権事項で極秘になっているので開示

したくありません。
もし、
開示して「おかしい」
「納得できない」

と町正等が求め
られた
ら、
どう対処した
らいいのですか。

聖書

従
業
員
の
個
人
情
報
の
開
示
に
お
い
て
最
も
問
題
と
な
る
の
は、
人
事
情
報、
と
り
わ
け

人
事
考
課
情
報
が
個
人
情
報
保
護
法二
五
条一
項
の
定
め
る
開
示
義
務
の
対
象
と
な
る
の
か

ど
う
か
で
す。
本
法
で
は、
事
実
情
報
だ
け
で
は
な
く、
評
価
情
報
も
開
示
の
対
象
と
なっ

て
い
ま
す。
し
た
がっ
て、
人
事
考
課
情
報
も
原
則
と
し
て
開
示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん。
た
だ
し、

そ
の
開
示
が
不
開
示
事
由
の
「
業
務
の
適
正
な
実
施
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合」
に

該
当
す
る
場
合
は、
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

し
か
し、
成
果
主
義
的
人
事
制
度
の
進
展
に
伴い、
人
事
考
課
情
報
の
開
示
が
当
該
制
度
の
適
正
な
実

施
(
その
客
観
性、
公
正
性
お
よ
び
透
明
性の
維
持
確
保)
に
とっ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
り、
前
述
の
不
開

一不
事
由
に
該
当
す
る
と
は
い
え
な
く
な
り、
人
事
考
課
情
報
も、
そ
の
すべ
て
と
ま
で
は
い
え
ま
せ
ん

が、
少
な
く
と
も
そ
の一
部
は、
開
示
義
務
の
対
象
と
な
る
と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん。

雇
用
管
理
指
針
の
解
説
も、
そ
の
行
聞
か
ら
察
す
る
と、
人
事
評
価
や
選
考
に
関
す
る
個々
人
の
情
報

を一
定
程
度
開
示
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
と
の
見
解
に
立っ
て
お
り、
そ
れ
を
前
提
に、
当
該
情
報

の
取
り
扱い
や、
不
開
示
と
す
る
事
項
に
つ
い
て
労
働
組
合
等
と
協
議
し
た
う
え
で
決
定
す
る
こ
と、
お

よ
び、
そ
の
決
定
内
容
を
明
確
に
提
示
し、
周
知
徹
底
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す。

他
方、
個
人
情
報
保
護
法
で
は、
誤っ
た
内
容
の
個
人
デ
l
タ
が
保
有
さ
れ
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

本
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
抑
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て、
本
人
か
ら
保
有
個
人
デ
l



タ
の
内
容
が
事
実
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
そ
の
訂
正、
追
加
ま
た
は
削
除
を
求
め
ら
れ
た
場
合、
利
用
目

的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
内
に
お
い
て、
遅
滞
な
く
必
要
な
調
査
を
行い、
そ
の
結
果
に
基づ
き、
当
該

保
有
個
人
デ
l
タ
の
内
容
の
訂
正
等
を
行
う
こ
と
が
義
務づ
け
ら
れ
てい
ま
す
(二
六
条一
項)。

本
人
の
求
め
に
よ
る
訂
正
等
の
対
象
が
「
事
実」
で
は
な
く、
評
価、
診
断
ま
た
は
判
断
等
の
理
由
や

結
果
で
あ
る
場
合
につ
い
て
は、
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
自
ら
に
よ
る
か
第
三
者
に
よ
る
か
を
問
わ
ず、

そ
れ
ら
は、
評
価
等
を
行
う
者
の
判
断
ま
た
は
意
見
に
委
ね
て
い
る
こ
と
か
ら、
本
法二
六
条
の
定
め
る

訂
正
等
の
義
務
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん。
し
た
がっ
て、
保
有
個
人
デ
1
タ
の
内
容
で
あっ
て
も、
人

事
考
課
そ
の
他
人
事
上
の
評
価
等
につ
い
て
本
人
に
よ
る
自
己
評
価
と
異
な
る
か
ら
と
い
う
理
由
に
基づ

き、
従
業
員
本
人
か
ら
そ
の
訂
正
等
が
求
め
ら
れ
で
も、
企
業
は
そ
れ
ら
に
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。
た
だ
し、
保
有
個
人
デ
l
タ
に
お
い
て、
評
価
等
の
理
由
や
結
果
が
そ
れ
ら
自
体
誤
記
さ
れ
て
い
る

場
合、
ま
た
は
評
価
等
の
前
提
と
な
る
事
実
が
記
録
さ
れ
て
お
り、
そ
れ
に
誤
り
が
あ
る
場
合
に
は、
そ

の
限
り
で
訂
正
等
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す。
し
か
し、
評
価
等
の
前
提
と
な
る
事
実
に
誤
り
が
あ
る
場

合
につ
い
て
は、
当
該
事
実
が
訂
正
さ
れ
れ
ば、
評
価
自
体
も
お
の
ず
と
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う

が、
評
価
等
の
理
由
や
結
果
自
体
に
つ
い
て
は、
前
述
の
と
お
り、
訂
正
等
を
行
う
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん。
と
は
い
う
も
の
の、
是
正
さ
れ
た
事
実
に
基づ
き、
必
要
が
あ
れ
ば、
評
価
等
の
理
由
や
結
果
に
つ

い
て
も
自
主
的
に
訂
正
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す。

な
お、
た
と
え
保
有
個
人
デ
l
タ
の
誤っ
た
内
容
に
基
づ
き、
誤っ
た
契
約
そ
の
他
の
法
律
行
為
等
が

行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も、
そ
の
是
正
は
本
法二
六
条
の
対
象
と
す
る
問
題
の
範
囲
外
で
す。

従
業
員
の
個
人
悩
報
保
護
Q
&
A
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